
一
七
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

は
じ
め
に

一　

領
主
権
の
評
価

（Ｉ
）

所
領
の
収
入
構
成

（工
）

歯反
民
負
担

一
一　
地
代
に
つ
い
て

（Ｉ
）

封
建
地
代
と
小
作
料

（工
）

小
作
料
の
性
格

〓
一　
む
す
び

は
じ
め
に

わ
が
国
固
有
の
問
題
意
識
か
ら
、
し
ば
し
ば
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ

ー
ム
期
に
お
け
る
基
底
的
土
地
所
有
関
係
と
し
て

「
寄
生
地
主
制
」

あ
る
い
は

「
地
主
的
土
地
所
有
」
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
（半
）
封
建
的

性
格
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
国
）

浜

田

道

夫

領
主
直
領
地
ま
た
と
く
に
農
民
保
有
地
に
お
け
る
地
主
―
小
作
関
係

は
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
土
地
所
有
関
係
の
基
本
的
特
徴
を

な
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
中
世
末

一
四
、　
一
五
世
紀
の
領
主

制
の
危
機
を
経
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
フ
に
よ
る
領
主
制

へ
の
介
入
、
ま
た

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
よ
る
保
有
地
購
入
と
と
も
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
も
と
も
と
領
主
制
の
再
編
成
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
屯
。
そ

の
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
基
底
的
関
係

は
依
然
と
し
て
領
主
制
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
地
主
―
小
作

関
係
な
中
世
領
主
制
の
変
質
に
と
も
な
う
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム

期
領
主
制
の
構
造
的
特
質
と
し
て
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
課
題
が
地
主
制
で
は
な
く
、
領

主
制
か
廃
棄
に
あ

っ
た
と
い
う
観
点
か
ら
の
指
摘
は
そ
の
意
味
で
は

適
切
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
ム
℃

孝
・れ
で
は
、
領
主
制
と
そ
れ
に
組
み
込
ま
れ
る
か
た
ち
で
の
地
主

―
小
作
関
係
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。　
一
九
五
〇
年
代
後

- 1 -



史
苑

（第
二
十
九
巻
第

一
号
）

半
の
い
わ
ゆ
る
寄
生
地
主
論
争
の
の
ち
に
も
な
お
研
究
者
の
主
要
な

（４
）

関
心
の

一
つ
は
こ
の
点
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
遅
塚
忠
舞
氏
に
よ

る
ル
ア
ン
大
司
教
領
の
研
究
は
そ
の
代
表
例
で
あ
り
、
従
来
軽
視
さ

れ
が
ち
で
あ

っ
た
領
主
の
近
代
地
主
化
の
方
向
を
論
証
し
た
意
義
は

大
き
い
。
し
か
し
そ
の
際
、
領
主
―
農
民
関
係
に
も
と
づ
く
領
主
制

の
基
本
構
造
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
か
え

っ
て
他
な
ら
ぬ
絶
対
王

政
期
の
領
主
制
の
展
開
が
十
分
に
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
領
主
制
は
も
は
や
中
世

領
主
制
と
は
異
な
り
、
国
王
権
力
と
い
う
も
う

一
つ
の
規
定
的
契
機

を
も

っ
て
お
り
、
中
世
末
の
領
主
制
の
危
機
に
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
が
内
部

か
ら
領
主
制
に
介
入
し
た
の
と
同
様
に
、
国
王
権
力
は
い
わ
ば
外
部

か
ら
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
領
主
制
の
内
部

構
造
を
外
か
ら
規
定
す
る
も
の
と
し
て
国
王
権
力
が
存
在
す
る
と
考

え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
本
稿
で
は
ア
ン
シ
ァ
ン

・
レ
ジ
ー
ム
の
構
造
の
基
軸
を
国
王
―
領
主
―
農
民

（
ま
た
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
）
の
関
係
に
求
め
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
絶
対
王
政
確
立
期
以

降

一
七

，
一
八
世
紀
の
領
主
制
展
開
の
特
質
を
検
討
し
た
い
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

最
近
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
界
で
は
領
主
制

へ
の
ア
プ

ロ
十
チ
に
際
し

て
、
個
別
所
領
の
経
営
内
容
に
そ

っ
た
所
領
の
収
入
構

成

の
な

か

で
、
領
主
権
を

一
括
し
て
数
量
的
に
相
対
化
す
る
と
い
う
方
法
が
定

着
し
て
い
る
。
個
々
の
領
主
的
諸
権
利
の
経
済
的
機
能
と
効
果
に
つ

い
て
は
す
で
に
Ｈ

・
セ
ー
、
Ｇ

・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
依
拠
す
る
こ
と

（５
）

が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
領
主
的
諸
権
利
を

一
括
し
て
把
握
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
領
主
制
の
全
体
像
が
よ
り
明
確
に
な

っ
た

と

い
え

よ

う
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
領
主
的
諸
権
利

の
重
さ

ｏ
ｏ
一器

を
領
主
の
側
か
ら
、
次
に
農
民
の
側
か
ら
確
定
し
、

そ
れ
を
前
提
と
し
て
地
主
―
小
作
関
係
を
検
討
す
る
。

も
と
よ
り
領
主
制
の
展
開
は
地
方
ご
と
に
、
ま
た
そ
の
構
成
単
位

と
し
て
の
所
領
ご
と
に
多
様
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
個
別
所

領
の
実
証
分
析
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
現
在
要
請
さ
れ
る
と
こ

（５
）

ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
個
別
所
領
を
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
し
、
ま
た
対
象
地
域
も

一
応
イ
ル

・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す

る
北
部
大
経
営
地
帯
に
置
い
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
地
域

に
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
ア
ン

シ
ァ
ン
ヽ
レ
ジ
ー
ム
期
の
領
主
制
理
解
の

一
つ
の
手
懸
り
を
示
し
た

に
す
ぎ
な
い
。

圭
」（１
）

例
え
ば
、
高
橋
幸
八
郎

「封
建
社
会
解
体
へ
の

『対
応
』
に
就
い

て
」
翁
近
代
社
会
成
立
史
論
』
一
九
四
六
年
、
第
二
篇
）、　
遠
藤
輝

明

「ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
と
地
主
制
」
翁
歴
史
学
研
究
』
二
二
五
号
）
。

ま
た
、
領
主
制
と
地
主
制
の
抱
合

，
相
互
規
定
の
上
に
築
き
上
げ
ら

れ
た
半
封
建
的
土
地
所
有
を
指
定
す
る
、
中
木
康
夫

『
フ
ラ
ン
ス
絶

対
王
制
の
構
造
』

一
九
六
三
年
、
五
八
頁
、　
〓
壬
二
頁
。

（２
）
　
●ゃ
　
ッヽ
いい【命
口
一〇∩デ
】
い
いの　
命侑ヽ
§ミ
ゆ＼へ∽　
ｓヽ
いヽ
や
もヽヽ
も
　
いヽ　
】ヽきチ
持
もヽヽ
や

き

ヽヽ
お
さ

卜

蕊ヽ
ミ
Ｓ

くヽ

】

卜
Ｇ
ど

】

】
】Ｐ

】吾

　

い
年

】

モ
≡

Ｆ

　

岸
ｃ
ｏ
ｒ

　

●

　

【
岸
、

ど
ｆ

（河
野
健
二
、
飯
沼
二
郎
他
訳

『
フ
ラ
ン
ス
農
村
史
の
基
本
性

格
』

一
六
三
頁
以
下
）

（３
）

遅
塚
忠
身

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
の
問
題
点
」
翁
土
地
制
度
史

学
』
二
八
号
）
四
六
頁
参
照
。

（４
）

柴
田
三
千
雄

『
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
論
』

一
九
六
〇
年
、
遅
塚
忠

射

「
一
七

，
一
八
世
紀
ル
ア
ン
大
司
教
領
の
経
済
構
造
」
（東
大
『社

会
科
学
研
究
』
第

一
五
巻
三

・
四
合
併
号
お
よ
び
五
号
、　
一
九
六
四

年

）
、　

軍

〓

ュ

抵

】

呂

≡

モ

Ｆ

Ｃ
，

８

生
為

ぃ
の

ま

つ

呂

≧

●

営

Ｘ
く
≡
ｏ

Ｐ

ｏ
Ｆ

Ｘ
く
≡
号
　
″
う
生
命
”　
Ｆ
伸
　
∽
ユ
鳴
応
ｃ
】
村
　
ぃ
ｏ
　
■
下
一】【
￥

曾
亨

口

移

る

）

↑

〓

り

ヽ
ミ
ヽ

街

ミ

ヽ
さ

ミ

や

「

ヽヽ
や

民ヽ

「

ヽ
ヽ
き

Ｓヽ

持

易

）

↑

岸
中
―

岸
Ｐ

ｒ　
　
にＣ
）
【
Ｃ一
『
――
】Ｃ
ａ
∽

但
し
、
柴
田
氏
の
は
あ
い
、

「ｉ近
世
的
領
主
制
」
な
る
概
念
を
も

っ
て
地
主
―
小
作
関
係
を
そ
の

一
構
成
要
素
Ｌ
し
て
包
括
的
に
理
解

さ
れ
た
こ
と
は
前
進
で
あ
る
が
、
遅
塚
氏
の
正
当
な
指
摘
ど
お
り
、

領
主
制
と
地
主
制
と
の
関
連
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か

っ
た
。
遅

塚
忠
身

「
書
評
」

全
一．史

学

雑

誌
』
七
①
の
三
、　
一
九
六

一
年
）
参

昭
小。

（５
）
　
Ｆ
内旨
一
∽
体
ｐ
　
い
う
　
ｏき
秘
９
　
ミヽ
ミ
ら
　
ヽヽ
　
』
ミヽ
ｓ
い
ヽヽ
　
ミ
ミ
　
スヽ
】ヽ
ぃ

いヽ
し●ヽ
　ヽ
ヽ
　
ヽヽ
　
為
は
ｓヽヽ
ミ
ヽヽ
Ｇミ
）　
甲ゴ
一一∽）　
】
一〇
〇
）　
や
　
「
『　
　
のい
ｏ
　
一
（中
ゎ０
中∞
●∽

Ｐ
の【命一）く
】の
）　
ぃ
しヽ　
ヽ
職しあ
Ｓ
やヽ
∽
　
ミ
ミ
　
ッ
、思
ミヽ
　
ヽ
ヽヽ
ミ
ミ
ドヽ
　
ミヽ
　
見
一は
もヽ
ミヽ
ヽ
ｏさ

ヽ
、ヽミ
さ
冷や
、りや）
】Ｃ
に
ふ
　
】〕Ｏ
●
て
　
ぃ」
≡
　
村
ゴ
【一の】
中
〇
『
Ю
】
や
　
】〇
卜　
がｏ
●

（６
）

所
領
経
営
の
実
証
分
析
と
し
て
、
遅
塚

・
二
宮
両
氏
の
前
掲
論
文

の
ほ
か
、
思
想
家
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
経
済
的
立
脚
点
を
論
じ
た
古

賀
英
三
郎

「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
土
地
経
営
」

（
一
橋
大

『社
会
学

研
究
』

一
四
、　
一
九
七
五
年
）
が
あ
る
。

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

一
、
領
主
権

の
評
価

（Ｉ
）

所
領
の
収
入
構
成

周
知
の
ご
と
く
、
領
主
所
領
は
基
本
的
に
は
領
主
直
領
地
と
ブ

ル

ジ
ョ
ワ
保
右
地

・
農
民
保
有
地
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
直
領
地
に

お
い
て
領
主
は
完
全
な
土
地
所
有
を
確
保
す
る
が
、
保
有
地
に
お
け

る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
お
よ
び
農
民
の
所
有
権
は
必
ず
し
も
完
全
と
は
言
え

な
い
。
た
し
か
に
農
民
、
あ
る
い
は
保
有
地
地
主
た
る
ブ
ル
ジ
ョ
フ

は
保
有
地
の
遺
嬉

・
交
換

・
売
却
譲
渡

・
貸
借
を
お
こ
な
う
こ
と
が

で
き
、
そ
の
意
味
で
は
事
実
上
の
土
地
所
有
権
を
享
受
し
て
い
た
。

し
か
し
、
同
時
に
保
有
地
は
法
的
に
は
領
主
の
上
級
所
有
権
の
も
と

に
あ
り
、
サ
ン
ス
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ル
な
ど
の
封
建
地
代
、
あ
る
い
は

保
有
地
売
却
時
の
保
有
地
移
転
税

丁
伊

命
市
斉
阜
２

の
賦
課
対
象

地
を
な
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
領
の
収
入
構
成
を
検
討
す
る
ば

あ
い
、
上
級
所
有
権
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
権
利

（領
主
独
占

げ
ゆ
こ
・

耳
ふ

。
狩
猟
権

・
漁
獲
権
な
ど
の
領
主
権
と
聖
界
所
領
の
ば
あ
い
十

分
の
一
税
）
に
も
と
づ
く
収
入
と
、
純
枠
に
土
地
所
有
に
も
と
づ
く

直
領
地
か
ら
の
収
入
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
留

意
し
つ
つ
個
々
の
所
領
経
営
例
に
つ
い
て
収
入
構
成
を
検
討
し
て
み

よ
う
（

表
１
は
一
八
世
紀
末
北
部
ガ
テ
ィ
ネ
地
方

（現
在
の
セ
ー
ヌ
・
エ

- 2 -
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史
苑

（第
三
十
九
巻
第
一
号
）

・
マ
ル
ヌ
県
）
に
所
在
す
る
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
村
で
の
所
獅
稲
営
を
収
入

構
成

（
一
七
八
二
年
）
に
お
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
所
領

は

一
七
四
九
年
に
徴
税
請
負
人

フ
ィ
リ
ッ
プ
‐
フ
ラ
ン
ソ
フ

，
マ
ル

シ
ャ
ン
が
購
入
し
、
そ
の
ご
娘
婿
で
あ
る
エ
ノ
ー
州
知
事
ス
ナ
ッ
ク

・
ド

・
メ
イ
ラ
ム
に
よ
っ
て
経
営
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、　
マ
ル

シ
ャ
ン
家
は
所
領
の
購
入
以
来
、　
一
七
八
三
年
に
そ
れ
を
売
却
す
る

ま
で
直
領
地
を
八
七
九
ア
ル
パ
ン
か
ら

一
、　
一
八

一
ア
ル
パ
ン
に
拡

大
す
る
と
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
所
領
経
営
の

「
合
理
化
」
を
積

極
的
に
押
し
進
め
、
封
上
の
買
戻
し
、
小
作
契
約
の
改
訂
、
土
地
台

帳
の
改
訂
、
道
路
の
開
設
お
よ
び
沿
道
の
植
樹
、
城
館
の
修
復
を
お

こ
な
い
、
さ
ら
に
は
石
鹸
工
場
を
建
設
し
こ
れ
を
用
地
四
ア
ル
パ
ン

と
と
も
に
賃
貸
す
る
。
直
領
地
面
積
の
大
部
分
を
占
め

る
小

作

地

は
、
耕
地
八
四
〇

ア
ル
パ
ン
、
採
草
地
お
よ
び
沼
沢
地

一
九
六
ア
ル

パ
ン
、
ブ
ド
ウ
畑
五
二
ベ
ル
シ
ュ

（
一
ベ
ル
シ
ュ
＝
約
五
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
）
か
ら
な
り
、
四
人
の
フ
ェ
ル
ミ
エ
に
経
営
が
ゆ
だ
ね
ら
れ

る
。
森
林
の
具
体
的
経
営
は
こ
こ
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、　
ア
ン

シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
は
ふ
つ
う
賃
貸
あ
る
い
は
直
接
経
営
が
お

（３
）

こ
な
わ
れ
る
。
保
有
地
に
お
け
る

「領
主
地
代
」
Ｈｇ
さ

洛
耐
博
２
手

と

の

は

《

増

９

骨

房

》

あ

る

い

は

《

脅

】合

湯

》

と

同

義

で

あ

り

、

普
通
の
サ
ン
ス
よ
り
も
課
税
率
が
高
く
、
新
た
に
開
墾
さ
れ
た
土
地

（４
）

あ
る
い
は
ブ

‐
ド
ウ
畑
に
課
さ
れ
る
封
建
地
代
の
一
種
で
あ
る
。
表
１

に
み
る
ご
と
く
こ
こ
で
は
小
作
地

・
森
林

・
石
鹸
工
場
か
ら
な
る
直

吉

領

地

領

主

権

|

（５
）

で
あ
る
が
、
イ
ル
・
ド

ヽ
フ
ラ
ン
ス
の
そ
の
他
の
地
方
あ
る
い
は
高

部
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
お
い
て
も
同
じ
事
情
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
例

を
示

そ

う
。　
一
八
世
紀
初
頭
パ
リ
周
辺
部
の
コ
ン
デ

公
領

弓
ｏヽ
鳴〔あ
符

〇
憲
コ
ユ
中く

で
は
所
領
収
入
総
額
約

〓
一二
、
四
〇
〇
リ

ー
ヴ
ル
の
う
ち
領
主
権
に
出
来
す
る
収
入

（製
粉
場
独
占

・
サ
ン
ス

表 1 マ ルシャン家所領収入構成 (1782年)

・
印
紙
税

野
言
】】【ｏ
】〕畳
得

ヽ
接
木
税

的
る
Ｒ
？

各
種
通
行
税

げ
いｐ

さ

一命
ヽ
一
ｒ

庫

〓吾

】
ヤ

■

酸

力嶋

》

は

一
七

・
七

％

を

占

め

る

に

す

ぎ

ず
、
残
り
八
二

ヽ
三
％
は
小
作
料
お
よ
び
森
林
か
ら
の
土
地
所
有
に

（６
）

も
と
づ
く
収
入
で
あ

っ
た
。

所
領
収
入
絡
額
に
占
め
る
領
主
権
依
存
部
分
の
低
さ
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
ア
ン
シ
ァ
ン
　
レ
ジ
ー
ム
期
を
つ
う
じ
て
見
ら
れ
る
直
領

地
面
積
の
拡
大
傾
向
、
あ
る
い
は
領
主
的
諸
権
利
そ
の
も
の
の
形
骸

化
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
直
領
地
の
拡
大
に
つ
い
て
は

一
七
世
紀

後
半
の
小
作
料
水
準
の
停
滞
と
の
関
連
で
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ

で
は
領
王
的
諸
権
利
の
形
骸
化
に
つ
い
て
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
て
検

討
し
て
お
く
。

ま
ず
封
建
地
代
徴
収
権
に
つ
い
て
。
封
建
地
代
は
そ
の
課
税
対
象

地
な
ら
び
に
課
税
額
が
土
地
台
帳
に
よ
っ
て
点
検
さ
れ
、
領
主
権
徴

収
機
構
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
言

っ
て
よ
い
が
、
し
か
し
、
封
建
地

代
が
金
納
化
さ
れ
た
ば
あ
い
価
格
上
昇
と
と
も
に
金
納
貢
制
め
価
値

が
低
落
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
り
、
し
た

が

っ
て
同
時
に
封
建
地
代
徴
収
権
そ
の
も
の
も
次
第
に
崩
壊
し
て
ゆ

く
と
い
う
事
実
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ミ
ア
ン
施
療
院
領

で
は
サ
ン
ス
は

一
五
三
〇
年
に
二
九
〇
件
に
つ
い
て
三
二
四
リ
ー
ヴ

ル

（
所
領
収
入
給
額
の

一
五

・
四
％
）
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

ご

一
六
七
〇
年
に
は

一
七
三
件
、　
王
ハ
八
八
年
に
は

一
〇
〇
件

（
同

上
〇

・
五
％
）
と
減
少
し
て
ゆ
き
、
革
命
前
夜
に
は
数
十
件

（
同
上

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

①

・
一
％
以
下
）
し
か
徴
収
さ
れ
な
く
な
布
ギ
ま
た
、　
王
ハ
五
四
―

一
六
五
六
年
の
ユ
ル
ボ
ワ
地
方
の
ヴ
ィ
ス
ー
村
で
は
、
土
地
台
帳
に

示
さ
れ
る
サ
ン
ス
負
担
農
民
の
申
告
件
数
約

一
〇
〇
件
の
う
ち
確
実

に
サ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
は
三
八
件

（
不
明
二
八
件
）
で
あ

り
、
滞
納
件
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
滞
納
期
間
五
年

の
も

の
■
ヽ
一

件
、
六
年
…
五
件
、
七
年
…
三
件
、
八
年

・
一
一
年
…
各

一
件
、　
一

二
年

一
一
六
年

・
一
七
年
…
各
二
件
、　
一
九
年

・
二
〇
年

・
二
四
年

・
二
六
年
…
各

一
件
、
二
九
年
…
三
件
、
三
四
年
…
五
件
、
三
五
年

…
三
件
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
地
方
で
は
サ
ン
ス

納
入
の
時
効
は
二
九
年
と
い
わ
れ
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
領
主
は
保
有

帥能弾蜘狩韓嘘農が“峠第均期中続続跡す姑”鞠兼軸哺は

徴
収
権
の
機
能
低
下
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
地
代
取
得

者
と
し
て
の
領
主
が
封
建
地
代
を
切
り
捨
て
、
小
作
料
に
依
存
し
て

ゆ
く
過
程
で
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
作
料
の
性
格
と
と
も

に
後
に
詳
述
し
た
い
。

そ
の
他
い
く
つ
か
の
諸
権
利
の
形
骸
化
に
つ
い
て
は
、
西
部
の
オ

ー

・
メ
ー
ヌ
州
の
、
テ
セ
伯
爵
領
に
お
い
て
具
体
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
テ
セ
伯
爵
は
こ
の
地
方
に
お
け
る
最
大
の
領
主
で
あ
り
、

ル

・
マ
ン
北
東
部
二
九
カ
村
を
包
摂
す
る
計

一
五
の
所
領
を
経
営
す

る
が
、
そ
の
う
ち

一
七
八
二
十

一
七
八
八
年
の

一
三
所
領
に
つ
い
て

言
え
ば
、
収
入
総
額
八

一
、
①
三

一
リ
ー
ブ
ル
の
う
ち
領
主
権
に
出

88 7

%

′1、  ″仁 モ 1 /1 ∩RA 7" パ /`  `7 1271,一 ヴル

森   林 ( 146アルパン)2,640 -一
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領
地
収
入
は
娘
一

入
総
額
の
八
八

・
七
％
を
占
め

る
に
い
た
り
、

他
方
、
封
建
地

代
　
保
有
地
移

転
税
か
ら
な
る

領
主
権
収
入
は

作成
。
　
ト
ヰ
一
に
彰
斐

よ
　
な
い
。
所
領
収

・８
　

入
に
占
め
る
領

ｐ
　
主
権
収
入
の
相

・８
　

対
約
低
位
は
北

Ｐ
　
部
ガ
テ
ィ
ネ
地

・３
　

方
で
は
数
多
く

認
め
ら
れ
る
の

―- 4 -- 5 -



史
苑

（第
二
十
九
巻
第

一
号
）

（１０
）

来
す
る
収
入
は
七

・
五
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
封
建

地
代
の
低
収
益
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
保
有
地
移
転
税
の
課
税
率
も

こ
の
地
方
の
平
均

（保
有
地
購
入
価
格
の
八
　
五
％
）
を
下
回
る
五

％
強
で
あ

っ
た
し
、
ま
た
年
平
均
の
保
有
地
売
買
件
数
は

一
五
カ
村

に
つ
い
て
約

一
〇
〇
件
が
数
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に

移
転
税
が
徴
収
さ
れ
た
の
は
二
九
カ
村
全
体
に
つ
い
て
三
二
件
の
み

で
あ
り
、
保
有
地
売
買
の
か
な
り
の
部
分
が
課
税
を
免
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
同
様
に
Ｐ
「ボ
ワ
は
、　
〒
〈
世
紀
末
の
オ
ー
・
メ
ー
ヌ

地
方
で
は
そ
の
他
パ
ン
焼
が
ま
独
占
権

・
領
主
裁
判
権

・
通
行
税

・

狩
猟
権
も
多
か
れ
少
な
か
れ
有
名
無
実
化
し
て
い
た
こ
と
を
報
告
し

（１１
）

て
い
る
。

一
方
、
領
主
裁
判
権
の
衰
退
は

一
六
世
紀
以
来
の
国
王
裁
判
権
の

侵
入
と
と
も
に
始
ま

っ
て
お
り
、
権
能
そ
の
も
の
の
変

化

が

罰

金

Ｄ
Ｂ
ｇ
符

収
入
の
減
退
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
濯
。
こ
の
傾
向
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
中
央
権
力
に
近
い
パ
リ
周
辺
地
方
に
お
い
て
顕
著
で

あ
り
、
領
主
裁
判
権
は
王
国
の
裁
一判
体
系
の
な
か
で
第

一
審
裁
判
の

機
能
を
呆
し
つ
つ
、
し
か
も
刑
事
訴
訟
上
の
権
限
か
ら
遠
の
き
、
小

作
料
不
払
い

・
領
主
独
占
に
関
す
る
製
粉
業
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル

・
森

林
伐
採
お
よ
び
競
売
に
関
す
る
訴
訟

な
ど
民
事
訴
訟
上
の
権
能
に
狭

（・３
）

め
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
商
品
流
通
に
向
け
ら
れ
る
領
主
権
、
た
と
え
ば
市
場
税
。

陸
上
お
よ
び
河
川
通
行
税
な
ど
の
徴
収
権
は
、
商
品
経
済
の
発
達
に

も
と
づ
く
市
場
圏
の
広
充
に
よ
っ
て
、
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
次
第
に

表
退
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
一宮
宏
之
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
。ハ

リ
南
部
ム
ラ
ン
小
徴
税
区
の
ア
ル
ー
リ
村
で
は

一
五
二
三
年
当
時
年

二
回
の
定
期
市

【ｏ
【る

と
週

一
回
の
週
市

日
馬ヽ
吾

いか
開
か
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
こ
の
地
方
の
商
業
活
動
は
ム
ラ
ン
、
ミ
イ
、
コ
ル
ベ

ー
ユ
に
集
中
し
て
ゆ
く
た
め

一
七
世
紀
初
頭
以
来
フ
ル
ー
リ
村
の
市

は
衰
退
し
、
少
な
く
と
も

一
六
三
〇
年
に
は
市
場
税
は
徴
収
さ
れ
ず
、

ま
た
共
和
暦
三
年
に
い
た
っ
て
は
フ
ル
ー
リ
村
の
所
在
す
る
ベ
ル
ト

”
ン
トン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１４
）

地
区
で
は
定
期
市
も
週
市
も
開
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ば
あ
い
、
市

場
圏
の
払
充
に
よ
っ
て
商
品
流
通
規
制
権
が
そ
の
対
象
を
失

っ
て
ゆ

く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
】」
れ
と
は
逆
に
商
品

の
集
中
さ
れ
る
よ
り
大
き
な
中
心
市
場
を
領
主
が
支
配
す
る
ば
あ
い

商
品
流
通
規
制
権
は
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
領
主
財
政
の
言
夏

な
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
事
情
は
表
２
に
示
す

一しヌ中い年ノレ軸抑輸車イいけ勇わつル持〕訟締め刺ノレ入レ構親ン（牛

領
の
収
入
総
額
は
王
国
内
の
全
所
領
を
あ
わ
せ
る
と

一
七
九
〇
十

一

七
九

一
年
に
は
三
、
九
四
五
、
七
八
二
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
り
、
そ
の
約
二

分
の
一
が
領
主
的
諸
権
利
あ
る
酢
穐
塩
税
徴
収
権
な
ど
王
権
の
下
請

け
に
も
と
づ
く
収
入
で
あ

っ
た
が
、　
ヌ
ム
ー
ル
お
よ
び
周
辺
の
聖
堂

区
で
は
表
２
に
見
る
ご
と
く
領
主
的
諸
権
利
の
占
め
る
比
率
は
き
わ

め
て
高
く
、
所
領
収
入
総
額

一
一
、
九

一
一
リ
ー
ブ
ル
の
う
ち
人
四

（‐７
「）

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
商
品
流
通
を

対
象
と
し
た
領
主
権
依
存
部
分
の
大
き
さ
が
う

な
づ
け
よ
う
。

以
上
、
領
主
権
徴
収
機
構
の
形

骸

化

に

よ

り
、
所
領
収
入
に
占
め
る
領
主
権
依
存
部
分
が

極
め
て
低
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
商
品
流
通
規
制
権
を
主
力
と
す
る
所
領
を

別
と
し
て
も
、
所
領
収
入
の
大
部

分

は
小

作

料

・
森
林

・
工
場
経
営
な
ど
直
領
地
に
お
け
る

土
地
所
有
に
も
と
づ
い
た
収
入
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

註（１
）
　

Ｏ

・

Ｆ
Ｌ

命
げ
く
る

。

刃

は
も
営

ヽ
一一
３

Ｄ

伍
命

Ｆ

ｏ
呂

千

●
】一ふ
一体
　
命
付　
い
０　
中▼命
Ｘ
ヽ
一〇
若
い
ｉ
Ｃ
，
　
Ｏヽ
”
の
一伊
【の∽
　
ツ

】ｐ
ヽ
ヨ
伍
①
モ
ト
再
命
【命
コ
刃
い
は
ヨ
ｐ
い
ｏ
コ
∽
的
き
さ
∽

惣
ヽヽ
　
ｓヽ
　
ヽ
母
」
監
ミ
ミ
Ｇ
さ
　
ヽヾ
Ｓ
さ
冷
ｓ
済
♪
　
円
Ｄ
ュ
ｒ

中
ｃ
ｏ
Ｐ

甲

時
∽
ド

告
８

コ
ぞ
Ｆ
付
く
【
Ｐ
，
じ
ｏ
ヨ
ｐ
ｉ
ａ

ｏ
●

９
あ
①
，
予
下
∽
　
唐
【■
市ｏ
【
ま
≡
ヌ
『
　
い
い
ｏ
∽

杓
ド
ド

さ
も
ヽ
も

い
ｏ
さ
憩
ヽ
い
、
ぃ
ぃ
　
、さ
せ
ヽ
ヽ
ミ
き
さ
ミ
い　
ヽ
】ヽ
一盗
阜
ヽ
い
　
は
い
も
ヽ
Ｇ
ミ
き
いヽ
♪
　
∽
〒

Ｏ
の
汗
す
〇
ギ
ヨ
″　
Ｈ
ｏ
〇
〇
）

も
　
∞
ト
ト

（
２

）

旨

退

●
８

∪
・
ｏ
け
ｏ
●
一の
Ｆ

卜
も

ヽ

Ｓ

ヽ
ヽ
は
思

い
ヽ
、〉い
も

６ヽ
、ヽ
お
」ヽ０
ヽ

き

ミ

予

は
ヽ
ヽ
∽　
母

やヽ

ヽ
ヽ
　
ミ
も
　
、
も
ヽ
い
」ヽ
ヽ
　
ヽ
は
い
き
ミ
ミ
ミ
Ｓ
、
∽
、も
Ｑ
ヽ
ヽ
さ
Ｓ
∽ヽ
∽
いも
、も
ヽ
ぺヽ
津
▼

ミ
■
Ｆ
【工

】樹
Ｐ

甲

Ｓ
Ｐ

甲

嵩
い

や

ぁ
の
よ
り
作
成
。

（３

）

「
１
０

悪

ｏ
ｃ
∞
命
Ｆ

Ｐ
い
伊
【
ｇ

】ふ

仁
８

句
ユ
コ品

の
生
命
口
ｏ
宮

げ
ｏ
甲
Ｑ
ｏ
ユ

く
一

|――――――――――――――――――一
|

領

主

権

％
を
占
め
る
に
い
た
る
。
し
か
も
一そ
の
約
半
分
が
河
川
お
よ
び
陸
上

通
行
税

・
補
量
税

「
店
舗
税
　
パ
ン
屋
営
業
税
な
ど
商
品
流
通
を
規

制
し
あ
る
い
は
都
市
経
済
圏
に
寄
生
す
る
領
主
権
に
も
と
づ
い
て
い

る
。
事
実
、　
ロ
ワ
ン
川
を
臨
む
都
一市
ヌ
ム
ー
ル
は
そ
の
産
業
基
盤
を

皮
鞣
業
に
置
き
、
北
部
ガ
テ
ィ
ネ
地
方
の
商
業
活
動
の
中
心
地
を
な

一
七
、　
一
八
紀
世
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

表 2 オ ルレアン公領収入構成

採草地小作料18アルパン 244リ  ー ブル

3,803

1,200

150

86

200

210

450

10

1 , 8 9 3

リー ブル

16%

10,018

リーヴル

S4夕ぢ

パン焼がま独占

漁獲権

汗量税

豚肉校査官認可料

店舗税

接木税

九柱戯遊興税
パン屋営業税         64

陸上通行税 (以上 NemOurs) 310

号を暑3畳替糠
:;pp葛101!

公証人認可料 (SOuppCSなど)318

封建地代 (Nemouls,FOleiun 130

計 n t t u リーブル
|

( )内 は聖堂区名。J DuPaquた r,。p,′_,p.173ょ り作成。

耕地小作料  10ア ルメ ン(BoisS〕r)18

小作料 (Grc2)       520

′′   (Chatcauiandon)       460

″ (VOulN)         77

″ (Recioscs)       510

製粉場独占
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第
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号
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】
命
て
命
Ｓ
Ｃ
∽
　
●
一
　
ｍ
命
切
ｉ
ｏ
、
　
岸
０
り
け
―
―
】
『
Ｃ
Ｐ
）

ヽ
内
ｓ
」
ミ
ヽ
　
ミ
）
き

∽ヽ
ヽ
Ｓ
ヽヽ

も
　

ミヽ
Ｓ
ミ
ｓ
ヽ
ヽ
ヘ

も
　ヽ
う
Ｇ
ミヽ
も
やヽ
じ
Ｇ
ヽ
Ｓ
、
ヽ
い
）

津
〇
『
岸
ヤ　
」
い一，
て
一の
・
―
‐
，
〕
い
【
∽
）

０
・　
卜
津

命
↑
　
０
・　
ふ
∞

（
４

）
　

』
め
営
】

「
い
Ｒ

モ

ф
二

〉

卜
ｓ

ヽ
ミ

く

ヽヽ
ミ
ヽ
馬
き

も
ヽ

ヽ
き

‐
ミ
や

ヽ
ヽ
も
さ
飛

】

Ｐ
ｏ
匂
？
―

淳
の
『
〇
▼　
一『
Ｄ
】
一の
▼　
】
０
『
卜
〉
も
・　
〕
『
卜
　
の
市　
●
　
卜
的
〇
・　
中
Ｆ
　
ウ４
【う
ｏ
■
ｐユ
いヽ
】
や
ヽ
ト

〔章
・）
一　
　
】
∞
―
―
】
Ｏ
　
ｏ
・　
り
∽

（５
）

ャ

∪
一一■
●
・
ュ
】
Ｓ

単
せ
篭
　
電
、
―
ヽ
仰

（
６

）

∪

骨

】
一生

刃

・ポ

】
あ

‘

＞

七
９

？

あ

の
Ｅ
【

Ｆ

【
９

宮

一高

●
”

汗

の

る

く
命
Ｄ
Ｆ
∽

は
２

ヽ
ユ
】バ
命
∽
↑
ｏ
Ｏ
ｃ
う
０
は
シ

】ゴ
一チ
命
い
●

】
”
ｏ
∽
移
色
ｐ
　
為
ｓ
Ｓ
ミ

ミ
】ヽ

くヽ
車
ヽ
ミ

ミヽ
Ｇ
ミ
も
ヽ
ヽ
も
　
い
　ヽ
い
０
さ
ヽ
い
やヽ

ヽ
Ｇ
、ヽ侑
、さ
へ
）

中
０
０
「
）

」
毎
工
一０
”
‐
‐
り
命
ヽ
一
の
日
〕
げ
【
ｏ
　
町
・　
的
∞
一

Ｐ

甲

撻
砕

そ
の
他
、
パ
リ
高
部
ム
ラ
ン
小
徴
税
区
に
お
け
る
ダ
ル

グ
ー
ジ

ュ
家
の
所
領
で
は
、
封
建
地
代
・保
有
地
移
転
税
・製
粉
場

・

ブ
ド
ウ
圧
搾
器
か
ら
な
る
領
主
権
が
収
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
一

七
世
紀
末
に
一
五
％
、　
一
七
六
九
年
に
は
二
五
％
で
あ

っ
た
し
、
ヴ

ェ
ク
サ
ン
。
フ
ラ
ン
セ
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
に
主
力
を
お
く
ヨ
ン
テ
ィ

公
領
の
は
あ
い
一
六
五
五
年
に
は
所
領
収
入
約

一
〇
四
、
○
○
○
リ

ー
ヴ
ル

（森
林
収
入
含
ま
ず
）
の
う
ち
領
主
権
依
存
部
分
は
三

・
八

％
、　
一
七
五
二
年
に
は
同
じ
く
三
六
〇
、
○
○
○
リ
ー
ヴ
ル
の
う
ち

二
・
九
％
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
ト
ゥ
ー
ル

ー
ズ
司
教
区
で
は
領
主
権
依
存
率
は

一
〇
％
を
こ
え
る

こ
と

は
な

い
。
■
　
Ｚ
ご
ｏヨ
一抵
】
ミ
■
やヽ

ヤ
Ｆ
岸中
―
岸Ｐ

〕
甲

∞
一
―
∞
即

「
―
の

マ
いｏ
ｒ償
ュ
】
ミ
ミ
　
ユ
ト
】
●
　
卜
や
い
【ｏ●
一ユ
ｏ
一卜●
　
刃
ｃげ
命【付　
可
ｏ
】資
のコ
　
日
す
ｏ

‘
ヽ
命
〔と

阜
】
　

Ｏ
』
　

【
ｒ

の
　

、弓

Ｏ
Ｅ
戸
）
Ｆ
∽
つ
い】
〓

　

Ｄ
Ｏ
げ

ュ
≡

て

】
　

岸
Ｎ
〇
〇
―
―

】
『
∞
０

）
　

一
デ

ウ
∽
命

色
【一●
一＜
一●
い
一さ
ヽ
デ
一体
の
）
　
〔章
　
　
ヽ
職
卜　
　
的
　
　
（中
〇
い
命
命
す
ｏ
ｒ
　
　
問
ま
げ
ｉ
ｏ
ｍ
】Ｄ
ｏ
す
一●
】

ト
ミ
ミ

おヽ

ヽ
矛
き
ヽ
ミ

８ヽ

ミ
ヘ
き

一ゝは
Ｆ

忘
ゴ

】
０
り
や

ｏ
甲
　
岸
ｏ
留
―
】
０
ド

（７
）

た
と

え
ば

、

十

旨
ど
昼
工

Ｓ
・
阜

せ

コ
・
留

口

Ｆ
ｏ
刃
ｇ

Ｆ
甲

伍
一≡
言
）
い
ｏ∽
ヽ
お
しヽ
∽ｓ
】ぁ

、
い
ぃ
侑
ヽ
い
いへい
、
Ｏ
Ｐ
　
可
０
ユ
Ｐ
　
中
Ｏ
ｏ
ｏ
）

一・　
】
）

均
町

（
・３

）

置

　

Ｚ

車

）旨

宮

ｒ

Ｓ

卜ヽ

主
Ｆ

一　

あ

Ｉ

Б

）
甲

一
ド

●
甲

ヽ
ｃ
ｌ

『
ヽ

（
‐４

）

申■

Ｚ

車

）ュ

抵

）
ミ

ト

単

ど

■

あ

Ｉ

Ｅ

▼
甲

８

（
‐５

）

「

じ

・【■

宅

ま

〉
Ｓ

筆

せ

甲

岸
翠

よ

り

作

成

。

（
‐６

）
　

置

司
　
■

＜
″
丁
Ｆ
　
Ｆ
ゴ
】営
Ｆ
五
の

ュ
０

■
ｒ
チ
ヽ
中
―
口
”
坐
〓
ｐ

ヽ
一ふ
　
↑
）〇

，

一は
（〕コ
の
】
　

淳
『
∽
コ
ー
ー
一
『
Ｃ
中
】
　

岸
つ
０
り
・
　
い
や
　
　
ヽ
や
ヽ
　

′ヽ
一げ
命
「
ヽ
　
∽
Ｃ
げ
Ｃ
■
ｒ
　
卜
ｓ

ヾ
や
ヽヽ
も
母

儘ヽ
仁ミ
ヽヽ
い
ヽ
や

いヽ

内ヽは
」ミ
中ヽ
卜ヽ
Ｓ
Ｆ
　
用
いユ
♂
　
申
ｏ
『
卜
）
晴
　
岸
岸ヽ

か
つ
う
王
族
所
領
に
お
い
て
は
王
領
地
の
譲
与
と
い
う
か
た
ち
で
タ

イ

ュ
　
塩
税
な
ど

国
王
課
税
徴
収
権
が

組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

マ

申ん３
ｃｒ
め
ヤ　
ｓヽ
卜
　
〔章
　
】
●
　
時
卜
Ｎ

（ピ

一
も

岳

〓

Ｐ

ｓ
ｉ

ヽ
も

掲

（
Ⅱ

）

由
反

民

負

担

命
軍

縄

８

貿

一稼

〔
【】
呂

り

百
年
戦
争
に
よ
る
農
村
の
荒
廃
が
領
主
貢
租
を
か
な
り
の
程
度
軽

減
さ
せ
る
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
が

（前

師
註
（７
し
、　
だ
か
ら
と
い
っ
て
農
民
が
そ
の
分
だ
け

富
裕
に
な

っ

た
わ
け
で
は
な
い
。　
一
五
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
問

接
税
を
含
む
国
王
租
税
が
増
加
し
続
け
、
領
主
貢
租
の
減
少
分
は
国

王
租
税
の
増
加
分
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
家
産

制
国
家
は
絶
対
主
義
の
成
立
に
よ
り
租
税
国
家
に
移
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、　
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
は
、
国
王
と
領

主
の
政
治
的
力
関
係
が
農
民
の
剰
余
生
産
物
を
め
ぐ
る
配
分

・
競
合

（２
）

関
係
を
基
盤
と
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
農
民
の
総
生
産

額

（当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
農
村
工
業
に
も
と
づ
く
農
外
収
入
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
一
応
農
業
生
産
に
限
定
す

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
口
）

的
習
―
基
Ｎ

ま
た
中
世
末
領
主
制
の
危
機
の
な
か
に
も
封
建
地
代
率

低
下
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
パ
リ
の
サ
ン
・ジ

ェ
ル
マ

）石
デ
Ｈ
プ
レ
修
道
院
は
百
年
戦
争
に
よ
る
農
村
荒
廃
の
な
か
で
、
所

領
の
再
建
―
保
有
農
確
保
の
た
め
封
建
地
代
を

一
二
九
五
年
に
一
ア

ル
パ
ン
に
つ
き
八
ス
ウ
、　
一
四
五
六
年
か
ら
は
四
ス
ウ
以
下
に
軽
減

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
て
・
巴
ｏ身
）
８

≡
↓
甲

岸さ

（邦

訳
、
三
全
ハ
頁
▼
農
村
荒
廃
―
農
業
再
建
期
に
お
け
る
封
建
地
代
の

軽

減

に

つ

い

て

は

、
さ

ら

に

Ｏ
長

巧
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Ｆ
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∪

命
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ｏ
Ｓ

ミ

け
ミ
ヽ
ヽ
ミ

母

ヽ
】
母

ミ

ヘ

ミ
８

ミ

壁
へ
ヽ
お

き

ヽ
命
、
い
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ヽ
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単
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卜
ら
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ミ
ミ
ｓ
い
お
　
ミ
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、】■
豊
ミ
！も
いヽミ
　
ミ
）ト
ミ
いヽミ
∽

ミ
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ヽヽ∽　
いヤＳ
ヽ
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、、６
さ
∽　
ミ
ヘ
【
０
】匂
　
ゆ
　
】
『
∽
０
〉
口̈
≡
】命
】
】
Ｏ
Ｏ
『
】
ｏ
　
一
　
命
す
ｏ
　
】
的

（
９

）

」

甘

Ｂ

唇

工

Ｇ
ヽ

単

ｔ

甲

卜
基

・
ま

た

、

ル

フ

ェ

ー

ヴ

ル

に

よ

れ

ば
、
ノ
ー
ル
で
は
自
由
地

ｏ汗
・
ス

で
も
な
い
の
に
サ
ン
ス

・
テ
ラ

ー
ジ

ュ
を

免
除
さ
れ
た

土
地
が
十
分
の

一
税
徴
税
区

↑
ョ
Ｄ嶋

の

平
均
五
〇
％
に
の
ぼ

っ
た
と
い
う
。

の

Ｆ
●ｈ掛
く
炉

Ｆ
２

●
Ｑ
∽営
∽

（】●
　
ウるｏ
【伍
・】
ｏ
・　
津ト
ト

（
１０

）

句
ゆ
ュ

〕

）】Ｐ

ヽ
Ｃ

∽
ｓ
蕩

ミ
も

）ヽＧ
ミ

ユ

Ｐ
命

貫

営

Ｐ

Ｓ

８

】
や

∞
報

（１１
）

ミ
ミ
≡
や

卜
貿
　
た
と
え
ば
、　
狩
猟
権
に
対
し
農
民
は
か
つ
う
密

猟
で
対
抗
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
摘
発
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、　
一
七
八
五
年
五
月
か
ら
三
年
間
に
ル
・
マ
ン
の
水
利
裁

判
所
の
下
し
た

一
〇
〇
件
あ
ま
り
の
判
決
の
う
ち
狩
猟
権
違
反
に
関

す
る
も
の
は
二
件
に
す
ぎ
な
い
し
、
パ
ソ
焼
が
ま
独
占
も
二
九
カ
村

の
う
ち

一
カ
村
で
し
か
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

（・２
）

や

甘
週
唇
】ｒ
Ｓ
・
尊
ｔ
も
甲

∽
ωｌ
留
・

る
）
の
う
ち
、
農
民
の
手
元
に
の
こ
る
耕
作

・
経
営
費
お
よ
び
生
活

手
段
な
ど
の
必
要
部
分
以
外
の
余
剰
部
分
は
、
国
王
と
貴
族

・
聖
職

者
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
国
王
租
税
お
よ
び
領
主
権

・
十
分
の

一

税

・
小
作
料
と
し
て
控
除
さ
れ
、
そ
こ
に
利
潤
蓄
積
の
困
難
さ
が
あ

る
。
各
控
除
額
が
こ
こ
で
い
う
農
民
負
担
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の

最
初
の
目
的
に
沿

っ
て
、
固
有
の
領
主
制
と
国
王
権
力
と
の
関
係
を

探
る
た
め
に
は
、
農
民
の
生
産
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
領
主
権
の
割
合

と
国
王
租
税
の
割
合
の
比
較
が
問
題
と
な
る
。

Ｐ

，
グ
ー
ベ
ー
ル
は

一
七
世
紀
末
の
ボ
ー
ヴ

ェ
ジ
に
つ
い
て
、
農

民
総
生
産
額
に
占
め
る
各
種
負
担
の
構
成
比
を
次
の
よ
う
に
算
出
し

て
い
る
。
間
接
税
を
合
む
国
王
租
税
十
二
〇
％
、
十
分
の
一
税
―
八

％
、
領
主
権
お
よ
び
共
同
体
維
持
費
十
四
％
、
小
作
料
十
二
〇
％
、
耕

作

・
経
営
費

（
播
種

・
大
経
営
の
ば
あ
い
の
賃
金
支
払
い

・
穀
物
腐

敗
あ
る
い
は
家
畜
損
傷
な
ど
危
険
負
担

・
製
粉
業
者

へ
の
手
数
料

ヽ

穀
物
市
場
税

Ｂ
【昌
婦
）
十
二
〇
％
、
残
り
約
三
〇
％
は
農
民
の
生
十枯

（３
）

手
段
お
よ
び
利
潤
。
こ
の
種
目
は
か
な
ら
ず
し
も
経
済
学
的
に
厳
密

で
は
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
農
民
総
生
産
額
に
占

め
る
領
主
権
負
担
率
は
せ
い
ぜ
い
四
％
と
き
わ
め
て
低
く
、
こ
れ
に

十
分
の
一
税
負
担
八
％
を
加
え
て
も
国
工
租
税
負
担
二
〇
％
に
は
は

る
か
に
お
よ
ば
な
い
。
農
民
の
剰
余
生
産
物
を
め
ぐ
る
国
王
と
領
主

権
の
競
合
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
領
主
権
に
も
と
づ
く
領
主
の
収

奪
は
圧
倒
的
な
国
王
課
税
に
よ

っ
て
圧
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

一- 8 -―
- 9 -
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る
だ
ろ
う
。
同
様
の
結
果
を

一
八
世
紀
末
の
北
部
ガ
テ
ィ
ネ
、
ま
た

い
く
つ
か
の
地
方
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
の
ば
あ

い
も
国
王
租
税
は
領
主
権
の
四
十
五
倍
以
上
、
十
分
の

一
税
を
加
え

て
も
卜
）・
五
倍
前
後
か
ら
四
倍
と
い
う
か
な
り
高
い
負
担
額
を
示
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
Ｇ
　
フ
ル
カ
ン
に
よ
れ
ば
、　
一
五
世
紀
末
頃
の
パ
リ
地

方
で
は
、
タ
イ
ユ
　
物
品
税

・
塩
税
　
ブ
ド
ウ
酒
税
な
ど
国
王
課
税

取鼻韓靡つ民却堆巾ガ姉嘘源軸王（貯めル卦輸卑ヽヽ‐ょ制すの一囃

頃
に
は
ま
だ

一
七
、　
一
八
世
紀
に
み
ら
れ
る
ほ
ど
領
主
権
の
衰
退
は

顕
著
で
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
国
王
権
力
に
よ
る
過
重
課
税
、
し

た
が

っ
て
ま
た
領
主
権
に
も
と
づ
く
農
民
収
奪
の
後
退
は
、
三
十
年

戦
争
か
ら
フ
ロ
ン
ド
の
乱
に
か
け
て
の
絶
対
王
政
確
立
期
に
決
定
的

と
な
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。　
王
全
一五
‐十
一
六
七
五
年
に
フ
ラ

ン
ス
南
西
部

（領
主
権
は
相
対
的
に
強
い
）
を
中
心
に
各
地
に
頻
発

す
る
農
民

一
揆
が
リ
シ
ュ
リ
ュ
‐サ以
来
拡
充

・
強
化
さ
れ
た
国
家
機

構

（租
税

・
官
僚

・
軍
事
》
に
矛
先
を
向
け
た
も
の
で
あ
り
、
根
本

的
ポ
斌
反
税
蜂
起
で
あ

っ
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
。
そ
の
後
も
う
ち
続
く
植
民
地
戦
争
に
よ
っ
て
国
王
財
政
は
慢

性
的
に
逼
迫
す
る
た
め
、
国
債
発
行

・
官
職
売
却
の
ほ
か
、
キ
ャ
ピ

タ
シ
オ
ン
・
二
十
分
の
一
税
な
ど
課
税
の
新
設
を
必
要
と
す
る
が
屯

と
く
に
一
人
世
紀
後
半
に
は
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
を
頂
点
と
し
て
、

国
工
程
税
の
著
し
い
増
徴
が
み
ら
れ
、
こ
れ
を
負
担
す
る
農
民
と
く

に
貧
農
層
は

一
段
と
き
び
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
て
絶
対
王
政
の
確
立
と
と
も
に
国
王
租
税
の
過
重
負
担
が
決
定

的
と
な
る
が
、
領
主
的
諸
権
利
は
そ
れ
だ
け
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
も
は
や
農
業
生
産
の
阻
害
要
因
は
領
主
制
の
み
に
求

碑
れ
れ
ず
、
そ
れ
以
上
に
国
王
租
税
に
求
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ

ろ

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
所
領
収
入
総
額
お
よ
び
農
民
の
総
生
産
額
に

占
め
る
領
主
権
の
割
合
を
検
討
し
て
き
た
が
、
領
主
の
領
主
権
行
使

者
と
し
て
の
側
面
が
き
わ
め
て
薄
弱
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
領

主
権
徴
収
機
構
の
弱
体
化
は
、
国
王
に
よ
る
農
民
収
奪
の
強
化
の
ま

え
に
領
主
権
が
圧
服
さ
れ
る
と
い
う
事
情
か
ら
説
明
す
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。　
一
方
、
領
主
権
徴
収
機
構
の
弱
体
化
は
ヽ
同
時
に
領

主
の
直
領
地

へ
の
依
存
傾
向
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
直

領
地
に
お
け
る
土
地
所
有
の
性
質
如
何
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
点

に
立
ち
入

っ
て
、
土
地
所
有
者
―
地
代
取
得
者
と
し
て
の
領
主
の
社

会
的
性
格
を
検
討
し
て
み
た
い
。

註（１
）

の

句
ｏ
・・呂
・≡
Ｐ

Ｓ
　
単
ｔ
や

り
置

（２
）

遅
塚
氏
の
ば
あ
い
、

「直
接
生
産
者
の
手
中
に
残
る
剰
余
生
産
物

を
基
礎
と
す
る
農
民
経
済

（あ
る
い
は
農
民
的

「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

商
品
経
済
）
と
、
直
接
生
産
者
か
ら
無
媒
介
的
に
収
奪
さ
れ
る
剰
余

生
産
物

（ま
た
は
そ
の
代
価
と
し
て
の
貨
幣
）
に
立
脚
す
る
領
主
経

済

（あ
る
い
は
領
主
的
商
品
経
済
と

（「
十
七

・
十

八
世
紀

ル
ア

ン
大
司
教
領
の
経
済
構
造
」
上
、
七
頁
）
と
の
対
抗
、
つ
ま
り
農
民

剰
余
を
め
ぐ
る
領
主
と
農
民
と
の
対
抗
関
係
に
近
代
的
進
化
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
関
係
は
中
世
末
期

に
お
い
て
適
切
で
あ
る
と
し
て
も
、
絶
対
王
政
期
に
は
さ
ら
に
国
王

（課
税
）
に
よ
る
収
奪
の
経
路
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（３
）

『
↓Ｒ
る

Ｏ
Ｐ
一げ
ｇ
ｒ
的
へ侑
」革
∽
ミ

いヽ
的
へや
ヽヽヽ
一革
ち矛
ヽ
へ
】一ｏ
ｏ
ゆ
】『
ωＰ

句
ф【済
）
申ｃｏＰ

【〕甲
　
中∽や
―
〓
馬

（４
）

農
民
総
生
産
額
に
占
め
る
各
種
負
担
率
は
、　
一
八
世
紀
末
に
お
い

て
、
北
部
ガ
テ
ィ
ネ
で
、
十
分
の
一
税
を
含
む
封
建
的
諸
権
利
七
％

国
王
租
税
三
〇
％

（∪
モ
営
ｒ「可
】
忌

単
３
置
▼
曽
∞
―
蛍
せ
、　
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
州
北
端
、
現
在
の
ヨ
ー
ヌ
県
に
位
置
す
る
互
い
に
隣
接

し
た
ニ
カ
村
、
く
ｏ】い
ご
こ

と

刃
のす
・う
の宮
ｘ
で
は
十
分
の
一
税
六

％
、
領
主
権
三
％
、
国
王
租
税

一
六
％

（０
８
【嶋
∽
軍
Ｎ命【つと
】
Ｓ
ｓ

４

α
亀

や

ミ
ヽ

ヽ
）
ヽ
ヽ
４

６
ヽ
ヽヽ
い

ヽ

一
中
ヽ
遵
ヘ

ヘ
Ｓ
Ｓ
ヽ
もヽ
ヽ
い
ヽヽ
ミ

、ヽ
中
ミ
ベ

、
も

”

ミ

Ｓ

ヽ

ヽ
い

や
じ
、
】

可

い
ュ

Ｐ

中貿
（〕

宅
十
馬
ｌ
ｒ
　
よ
り
算
出
）
、　
ま
た
領
主
権
の
比
較
的
強
い

ボ
ル
ド
レ

（ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
）
で
さ
え
、
領
主
権

一
一
％
、
十
分
の

一
税

一
四
％
に
対
し
、　
国
王
租

税

三
六
％
で
あ

っ
た

（■

深
Ｐ

出ヽ
４
車
ヽヽ

転〔Ｓ
中Ｇ
もヽやヽ
ミヽ
ミ
ヽ
い
ヽヽ

杓
ドミ
ＮヽへＦ

『
宮
チ
】
】一）い０
〉
一
　
中
】
一▼

一∽
切
】
】ズ
ま
命
（”）
　
の一　
ヽ
　
ＰＣ
的）
。

Ｇ

）

ｏ

句
‥

〓

】つも
ヽ
Ａ
Ｆ

甲

翌
押

（６

）

Ｐ
命

刃
（】
　
口
・ュ
宮

打
）

刃
〔
て
堂
一９

つ
一　
Ｑ
営

所
∽
ｇ
≡
）ｓ
の

【
宮

ュ
２
　
命
コ

句
３
貿
あ

（下
　
中
の
「
Ｊ
　
け
　
】
『
∝
Ｐ
　
卜
ヽヽ
ミ
や
さ
∽
一
　
ふ
い
ｏ
さ
や
ヽ
き
∽

∽
ｓ
阜
埜
へ
∽
―

〔
す
」
章ヽ
∽
食
車
Ｇ
ヽ
劣
▼　
岸
〇
『
ふ
▼　
一，坦
ヤ　
一）ヽ

　
の
―
―
ミ

（
７

）

ェ
　
∽
狩

】
単
単
ち
ヽ
Ｇ
ミヽ

は
８

ミ
）ヽ
やヽ
車ミ
村

ミ
も

き

ヽ
ヽ
や
ミ

♪

Ｆ

岸
）
均
甲

，
ａ
ｃ

一
七
、　
一
人
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

―
―
】
ｏ
卜
・

（８
）

一
人
世
紀
後
半
の
国
王
課
税
の
強
化
に
つ
い
て
は
、　
▼
、掛
く
揮

卜
もり
ヽ
い
）ヽ∽やヽ
∽
ミ
ミ
ッき
ミヽ
▼　
ｏ
　
】∞
ｕ
〉
ｏ
　
岸∽
ｏ
Ｓ
Ｏ
一①
（岸〉

（９
）

し
た
が

っ
て
革
命
前
夜
の
農
民
は
、
そ
の
負
担
額
か
ら
み
る
か
ぎ

り
、
反
封
建
的

∞】〕子

ひヽ
敷
一
で
あ
る
以
上
に
反
租
税
的

営
千
Ｐ
（二

で
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
デ

ュ
パ
キ
エ
は
ヌ
ム
ー
ル
・
バ

イ
イ
裁
判
区
に
お
け
る
五
二
件
の
陳
情
書
を
比
較
検
討
し
た
の
ち
、

要
求
項
目
の
出
現
頻
度
順
に
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。　
↑

∪
毎均
排
ｐ
宮
一ｏ】ｒ　
ｓヽ
　
いヽ
こヽ
　
専
　
時
〇ヽ
）
。

①
物
品
税
の
廃
止
あ
る
い
は
単

一
税

す
〕〓
一
…
一ゼ
の
化
　
四
六
件

○
タ
イ
ユ
の
重
圧

へ
の
不
満
、
課
税
の
平
等
　
　
　
　
　
…
四
六
″

〇
塩
取
引
の
自
由
化
、
塩
税
の
軽
減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

″

〇
軍
役

ヨ
つ一汗
命
の
軽
減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

″

○
裁
判
費
用
の
引
き
下
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
一一人
″

○
道
路
賦
役
の
三
身
分
均
等
割
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一一五
″

○
狩
猟
官
管
区

内８
事
一昂
【伊

の
廃
止
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一八
″

○
十
分
の
一
税
徴
収
者

へ
の
非
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
六
″

○
通
行
税

ｕ
は温
２

の
廃
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〓
ハ
″

０
シ
ャ
ン
パ
ー
ル
の
金
納
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

五
ハ
〃

○
土
地
台
帳
の
五
〇
年
間
無
改
訂
据
置
き
　
　
　
　
　
　
上

ご
一
″

○
貧
民
救
済
、
貧
民

へ
の
労
働
提
供
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
″

農
民
が
反
租
税
的
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
反
領
主
問
争
の
方
向

を
そ
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
。
ル
・
Ｐ
ワ

・
一ス
ア
ュ
リ
の
示
唆
す
る

よ
う
に
、
反
租
税
は
同
時
に
反
免
税
特
権
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は

反
領
主
的

営
子
ユ
唱
宮
【ユ

あ
る
い
は
反
貴
族
的

いヨ
一了
３
下

に

転
化
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
虫
　
Ｆ

丹
翌

Ｆ
色
ｃ【Ｆ

串革

―- 10 -――- 11 -一



史
苑

（第
三
十
九
巻
第

一
号
）

●車ヽ
　〉　
一）　
「
】
】一〇
一●　（時）

二
、
地
代

に
つ
い
て

（Ｉ
）

封
建
地
代
と
小
作
料

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
領
主
は
直
領
小
作
地
か
ら
小
作
料
を
取

得
す
る
と
同
時
に
農
民
保
有
地
か
ら
は
上
級
所
有
権
に
も
と
づ
く
固

有
の
意
味
で
の
封
定
地
代
を
取
得
す
る
。
地
代
取
得
者

Ｈｏ
ュ
ォｑ

い
Ｆ

る
】
と
し
て
の
領
主
の
社
会
的
性
格
は
、　
し
た
が

っ
て
小
作
料
お
よ

び
封
建
地
代
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
収
取
関
係
の
起
源
が
異
被
毛
地
代
を

区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

問
題
と
な
る
の
は
小
作
料
そ
の
も
あ

を
地
代
範
疇
と
し
て
如
何
に
規

定
す
る
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
封
建
地
代
の
水
準
を
小
作
料

と
の
対
比
に
お
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

封
建
地
代
徴
収
件
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
課
税
率
の
点
か
ら
も
封
建
地
代
の
衰
退
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
と
え
ば

ユ
ル
ポ
ワ
地
方
で
は
、　
一
五
世
紀
中
に
、
現
物

形
態
を
と
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
金
納
化
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
サ
ン
ス
の
課
税
率
は

一
ア
ル
パ
ン
あ
た
り

一
ド
ゥ
エ
ェ
と
き
わ
め

て
低
い
率
で
あ

っ
だ
。　
一
方
、
小
作
料
は

一
六
二
〇
年
代
に

一
ア
ル

パ
ソ
あ
た
り
三
十
四
リ
ー
ブ
ル
あ
る
い
は
優
等
地
で
五
―
六
リ
ー
ヴ

ル
が
ふ
つ
う
で
あ
崎
）
こ
こ
で
は
小
作
料
に
対
す
る
封
建
地
代
の
比

は
、
同
施
療
院
が
長
期
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
土
地
集
積
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
小
作
地
面
積
は
、　
一
五
三
〇
年

か
ら

一
七
八
九
年
ま
で
に
一
、
六
三
四
ジ

ュ
ル
ナ
ル
か
ら
四
、
六
五

五
ジ
ュ
ル
ナ
ル
に
拡
大
さ
れ
る
が
、
し
か
も
そ
の
約
四
分
の
三
は
一

七
世
紀
中
業
か
ら

一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
農
村
不
況
期
に
獲
得

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、　
王
全
一一五
十

一
六
四
〇
年
に
五

〇
七
ジ

ュ
ル
ナ
ル
、　
三
（
九
五
年
に
九

一
六
ジ
ェ
ル
ナ
ル

（
サ
ン
ト

・
マ
ド
レ
ー
ヌ
頗
施
療
院
領
の
併
合
）
、　
一
七
二
〇
十

一
七
三
〇
年

（６
）

に
八
四
七
ジ

ュ
ル
ナ
ル
と
い
う
拡
大
で
あ
る
。
先
に
み
た
同
施
療
院

に
お
け
る
サ
ン
ス
徴
収
件
数
の
減
少
傾
向
は
、
こ
の
よ
う
に
大
規
模

な
小
作
地
の
拡
大
が
お
こ
な
わ
れ
、
小
作
料
収
入
が
増
大
し
た
こ
と

と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
施
療
院
は
土
地
集
積

を
繰
り
返
し
な
が
ら
小
作
料

へ
の
依
存
度
を
高
め
て
行

っ
た
の
で
あ

り
、
地
代
収
入
に
占
め
る
封
建
地
代
部
分
は

一
七
世
紀
の
う
ち
に
ほ

と
ん
ど
消
滅
し
去

っ
た
の
で
あ
る
。

小
地
片
、
小
作
地
、
借
地
農
場

の留
，

生
命

ｑヽ
Ｂ
①

の
獲
得
に
よ

る
直
領
小
作
地
の
拡
大
は
ア
ン
シ
ァ
ン
。
レ
ジ
ー
ム
期
を
つ
う
じ
て

み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、　
一
七
世
紀
の
不
況
期
に
は
と
く
に
そ
の

傾
向
が
強
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
を
小
作
料
変
動
と
の
関

連
で
考
え
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

ふ
つ
う
、　
一
七
世
紀
の
小
作
料
変
動
は
、
前
半
期
の
上
昇
、
後
半

（，
・
）

期
の
停
滞
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
表
４
は
そ
れ
を
ボ
ー
ヴ

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

率
は
Ｏ
・
八
％
十

一
上
ハ
％
と
ほ
と
ん
ど
無
視
で
き
る
ほ
ど
の
低
率
で

あ
った
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
の
結
果
が
ソ
フ
ソ
ネ
地
方
が
，
―
・

メ
ー
ヌ
州
、
そ
の
他
い
く
つ
か
の
所
領
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

低
率
の
封
建
地
代
は
、
農
民
保
有
地
に
お
け
る
所
有
権
の
事
実
上

の
確
立
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
領
主
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
固
有

の
意
味
で
の
封
建
地
代
徴
収
者
と
し
て
の
側
面
が
実
質
的
に
ほ
と
ん

ど
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
表
３
は
ア
ミ
ア
ン
施
療

院
領
に
お
け
る
封
建
地
代

（
サ
ン
ス
）
収
入
の
小
作
料
収
入
に
対
す

る
比
率
と
そ
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
御
一
地
代
収
入
の
面
か
ら

封
建
地
代
の
無
価
値
性
を
み
た
も
の
で
あ
る
。　
三
ハ
世
紀
以
降
、
同

施
療
院
は
封
建
地
代
取
得
者
と

し

て

の
才
性
格
を
次
第
に
失

っ
て
ゆ

き
、
同
時
に

一
七
世
紀
末
以
後
、
地
代
収
入
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
小

作
料
に
依
存
し
て
ゆ
く
傾
向

に
あ

る
。　
こ
の
過
程
を
説
明
す
る
に

０〇

　

一　

〇〇

　

６０

ェ
施
療
院

呂
ｏ
一枠
貿
巴

Ｏ
①
口
ｇ
一【Ｓ
冴

領
の

一
小
作
地
に
つ
い
て

具
体
的
に
み
た
も
の
で
あ
る
。　
一
七
世
紀
後
半
に
は
小
作
料
は
ほ
と

ん
ど
の
時
期
を
つ
う
じ
て
上
昇
せ
ず
、
ま
た
ボ
ー
ヴ

ェ
の
小
麦
で
換

算
し
た
小
作
料
の
実
質
価
値
は
、　
一
七
世
紀
初
頭
に
く
ら
べ
著
し
く

低
落
す
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
も
、
フ
ェ
ル
ミ
エ
が
年
々
の
小
作
料

を
支
払
う
の
は
困
難
で
あ
り
、　
一
七
〇
九
十

一
七

一
三
年

（表
中
空

白
部
）
に
は
同
施
療
院
は
フ
ェ
ル
ミ
エ
を
み
い
だ
す
こ

と
が

で
き

ず
、
直
接
経
営
を
試
み
る
が
失
敗
に
終

っ
て
い
る
。
比
較
的
規
模
の

大
き
い
小
作
経
営
が
し
ば
し
ば
破
産
に
お
い
や
ら
れ
、、
あ
る
い
は
小

作
料
滞
納
の
た
め
収
穫
物
を
差
押
え
ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
時
期
の
特

表3 ア ミアン施療院におけ
る封建地代収入と小作料

収入の相対比

封建地代/小作料

表 4 ボ ーヴェ施療院領における小作料

変動

年 次 かr号為 省垢費給豪挿 年  次

P GOubert, ο 少 ごぢr , pp 401--405, p 525

よ り作成。

1530年

1579

1602

1626

1664

1687

1703

1735

1749

1784

P,Dcyon,0ク ご″′, p 13 ょり

作成。

312 %

15 0

1612

1635

500

630

625

710

100

94 8

73 3

57 4

43 2

67 8

147 5

44 2

97 4

8 5

3 1

1 4

10%以 下

1693

1700

1706

850

760

1714

1718

_- 12 -―-13-



景

，

史
苑

（第
二
十
九
巻
第

一
号
）

（９
）

徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
小
作
料
収
入
は
ま
す
ま
す
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
地
主
は
さ
ま
ざ
ま
な

仕
方
で
対
応
を
追
ら
れ
る
。
穀
物
価
格
低
下
に
よ
る
現
物
小
作
料
の

減
価
に
対
し
て
は
小
作
料
の
金
納
化
、
ま
た
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
経
営
破

（１０
）

産
に
対
し
て
は
危
険
分
散
を
企
図
し
た
小
作
契
約
期
間
の
短
縮
、
大

（１１
）　
　
　
　
　
　
　
、

規
模
小
作
地
の
分
割
貸
付
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
効
果

的
で
し
か
も
農
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
関
連
し
た
打
開
策
は
、
小
作

地
の
集
積
に
も
と
づ
く
大
借
地
農
の
形
成
と
と
も
に
お
こ
な
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
ボ
ー
ヴ

ェ
ジ
の
グ
ワ
ン
ク
ー
ル
村
で
は
、　
一

七
世
紀
初
頭
に
サ
ン
・
ポ
ー
ル
修
道
院
と
そ
の
他
二
名

の
小

貴

族

い
宮
璃
ヽ
が
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず

つ
小
作
地
を

所
有
し
て
い
た
が
、　
一

七
世
紀
末
に
は
サ
ン
・
ポ
ー
ル
修
道
院
が
残
り
の
二
者
の
小
作
地
お

よ
び
多
数
の
地
片
を
手
中
に
お
さ
め
、
小
作
地
を
少
な
く
と
も
二
①

（・２
）

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

一
六
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
、
同
時
に
よ
り
強

力
な
フ
ェ
ル
ミ
エ
に
そ
の
経
営
を
ゆ
だ
ね
る
。　
王
ハ
九
四
年
、
破
産

し
た
フ
ェ
ル
ミ
エ
に
か
わ
リ
ク
Ｆ
Ｉ
ド

・
デ

ュ
メ
ニ
ル
が
二
〇

ヘ
ク

タ
ー
ル
の
経
営
を
始
め
る
が
、　
一
七
〇
四
年
に
は
さ
ら
に
八
①

ヘ
ク

（・３
）

タ
ー
ル
の
経
営
を
ひ
き
う
け
る
。
こ
う
し
て
同
修
道
院
は

一
七
世
紀

の
危
機
の
中
で
小
作
地
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
価
値
の

低
下
を
補
う
に
余
り
あ
る
小
作
料
収
入
を
確
保
で
き
た
し
、
ま
た
同

時
に
大
借
地
農
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
安
定
的
に
小
作
料

へ
の
依
存
を

強
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

『
以
■
、
小
作
料

へ
の
依
存
の
過
程
は
、
同
時
に
封
建
地
代
の
低
下

に
対
す
る
対
応
の
過
程
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
い
ま
や
地
代
取
得

者
と
し
て
地
代
収
入
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
小
作
料
に
依
存
す
る
領
主

の
社
会
的
性
格
は
お
の
ず
か
ら
小
作
料
そ
の
も
の
の
性
格
に
規
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

証（１
）
　

の
，

」

や

】ｏ
ｐ
●
い
卜

】

Ｆ

付

為

ヨ
府

あ
ｏ
【
一，

α
る

）

≡

争

●
め
　

命
ｃ
Ｄ
す

ｏ
３

・
島

】

的

為
へ
せ
ミ
ヘ
　
き
∽ヽ
ヽ
ｓ
ヽ
烏ヽ
ミ
ヘ
‘　
】】。
印
】
卜
・　
】
〇
『
り
】
コ
　
ω
Ｏ
Ｏ

（
２

）

　

一
）

告
杵

つ
・
宮

ｒ

Ｇ
ヽ

〔
章

Ｆ

勺

『
ｏ

の
一

コ

　

∞
『
や

（３
）
　
車車
卜
）
や
　
∞『∽
の“
甲

卜
的
Ｆ

（４
）

ソ
フ
ソ
ン
近
郊
の
マ
ル
ト
修
道
会
領
で
サ
ン
ス
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
た
り
平
均
七
ソ
ル
、
こ
れ
に
対
し
、
た
と
え
ば

一
七
六
〇
―

一
七

六
二
年
の
こ
の
地
方
の
小
作
料
は
経
営
規
模
に
よ
り

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
た
り

一
三

・
八
―
三
三

・
五
リ
ー
ブ
ル
で
あ
り
、
相
対
比

一
・
⑤

ｌ

二

・
五
％
が

求

め
ら
れ

る
。
　

９

汗
∽
句
ｏ
∽
ユ

七

一旨
￥

Ｐ
い

お
う
再

【ｏ
う
命
一伊
】の
　
（中い
Ｓ
の　
一ｎ
　
命
い
ｏ
≡
い
ゴ
∽】５
命
　
ら
∽
【
一の
〇
一命
】　
い
，
い
】マ
∽①
　
い
ｏ
　
」仰
　
く
〇
一●

Λ
《

命
一
い
∽
∽
一●
Ｆ
の
）
Ｖ
　

毎

●
　
住
い
く
の
一ｏ
均
ｏ
●
再
〕
命
，

ぃ
　
ぃ

Ｆ
　
命
い
ｏ

≡

”
ｒ
∽
】
ヨ

①
　

い
ｏ
Ｂ
り
　

】
ド
】い

，

【一ｏ●
言
●
【命　
シ
　
均
い】ユ
【　
島
命　
｝】ｏン
命Ｅつｏ
一命　
い
Ｆ
∽
〇
一∽のＯ停
ち
い一∽】
「ざ
【一のビ　
】Ｃ
『工
）

甲

∞∽
昏

のヽ
合
じ
〉
ユ

甲

卜Ｐ

ま
た
、
是
永
東
彦

「
ア
ン
シ
ァ
ン
・

レ
ジ
ー
ム
期
フ
ラ
ン
ス
農
業
に
お
け
る
資

本

主
義
的
生
産
」
↑
じ

翁
農
業
総
合
研
究
』

一
九
七
四
年
第
二
号
）

一
一
三
頁
、
証
（４
）
参

照
。
オ
ー
・
メ
ー
ヌ
州
の
テ
セ
伯
爵
領
で
相
対
比

一
】
七
―
二
・
三

％
、
ル
キ

ン
施
療
院
領
で
は
、○
・五
十

一
％

（ｐ

Ｄ
Ｏ
Ｆ

ｏや

ュ
Ｆ

甲

∞鶴

Ｐ
ｏ
あ
鷺
）

ル
ア
ン
大
司
教
領
で
は
、
一
八
世
紀
前
半
に
同

じ
く
二
％
、
革
命
前
夜
に
一
％

（遅
塚

「
十
七

・
十
八
世
紀
ル
ア
ノ

大
司
教
領
の
経
済
構
造
」
下
、
八
〇
頁
）
。

（
５

）

甲

∪
命
ち

】Ｐ

Ｓ

整

ｔ

甲

】
∞

よ

り

作

成

。

（
６

）

、
主
単

〉
甲

一
働

命
行
甲

ｏ
ｏ

臣
？

●
６

▼

（
『
）

き

ミヽ

）

】▼

ぶ

　

て

い
る

メ示

冒

＆

】

的
Ｓ

ヽ
終

Ｇ
済

ミ

ヽ
Ｓ

∽ヽ
ミ

∽

蕊
ミ

じ
る
ヽ
ヽ
ヽ
、　
し
しヽ
い
おヽ
】
一『
Ｄ
】
中の
Ｖ

【
〇
口
ヽ
】
も
ｏ
　
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
】
〇
増

（
８

）

Ｆ

命
ｏ
ｃ
汗

【
市
】

Ｓ

　

阜
Ｆ

Ｏ

紹

ｏ
　

お

よ

び

　

町
や

卜
ｏ
岸
―

卜
ｏ
ｏ

（
小

麦
価
格
変
動
表
）
よ
り
作
成
。

（９
）

０

『
，
ュ

々

一〓
Ｆ

Ｓ

単

≡

句

単

　

吾

く
す

い
と
）

Ｓ
・
ミ

こ

均
　
】
Ｏ
Ｃ

（１０
）

ボ
ー
ヴ
ェ
ジ
で
は
、
小
作
契
約
期
間
は
一
六
世
紀
後
半
に
九
年
契

約
が
定
着
す
る
が
、　
一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て

輪
作

一
回
り
ご
と
に
解
約
可
能
な
三
年
契
約
《
一【ｏ
Ｔ
∽子
潟
虫
》
に

変
更
さ
れ
る
ば
あ
い
が
多
い
。
ｐ

∩
一呂
汗
工

Ｓ

き
こ
甲

り
あ

（
１１

）

て

く
野

”
＆

】
Ｓ

・
爵

じ

や

Ｐ
８

▼
甲

∪
ゼ

ロ

ｔ
Ｓ

魯

≡

０
甲

ぶ

―
―
「
『

（‐２
）
　
■
　
命
（）Ｆ
げ
ｑ
ｒ
ｏヽ

阜
こヽ
●
　
印
ω
Ｆ

（‐３
）

ヨ
（【
】
口

りヽ

　
ク
ロ
ー
ド

・
デ

ュ
メ
ニ
ル
の
経
営
内
容
に
つ
、ヽ

て
は
、　
ョ
〔一３
電

岸ぶ
―
電
一

土
地
所
右
と
経
営
の
分
離
に
も
と

づ
き
、
農
業
三
分
割
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
る
大
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
経

営
は
、
事
実
上
、
資
本
家
的
大
借
地
農
の
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
時
期
の
大
フ
ェ
ル
ミ
エ
が
領
主
権

・
十
分
の
一
税
を
請
負
う
と
し

て
も
、
経
営
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
性
格
を
そ
こ
ね
る
も
の
で
は
な
い
。

ポ
ス
テ
ル
ー
ヴ
ィ
ネ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、　
大
フ
ェ
ル
ミ
エ
は
、
た

と
え
ば
十
分
の
一
税
を
請
負
う
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
飼
料
、
よ
り

多
く
の
家
畜
お
よ
び
肥
料
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

と
く
に
一
八
世
紀
の
小
作
料
上
昇
期
に
は
、
経
営
に
有
利
な
条
件
が

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

与

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

（
●
Ｐ

可
ｏ
の
ュ

‐
ぎ

吾

Ｆ

Ｓ

　

単

≡
　

ｏ

恐

）

習
【市２
一
３
一０
↑
））。　
つ
ま
り
、
大
フ
ェ
ル
ミ
ュ
は
、　
封
建
的
諸
権

利
の
請
負
収
入
を
経
営
資
本
の
一
部
に
充
当
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
は
、
封
建
的
諸
権
利
の
役
割
を
原
始
的
蓄
積
の
積
汗
と
し
て

積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
済
外
的
要
因
を
、
大
フ
ェ

ル
ミ
エ
に
よ
る
資
本
家
的
経
営
の
促
進
材
料
と
理
解
す
る
も
の
と
し

て
、
是
永
、
前
掲
論
文

（下
）
一
〈】
二
頁
、　
一
二
一
頁
。

（Ｈ
）

小
作
料
の
性
格

わ
が
国
で
は
、
し
ば
し
ば
小
作
料

、ｑ
Ｂ
温
①

の
収
取
関
係
に
つ

い
て
、
根
本
的
に
は
経
済
外
的
強
制
に
も
と
づ
く
高
率
小
作
料
と
い

（１
）

う
理
解
か
ら
そ
の
（半
）
封
建
的
性
格
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
し
か
に
農

民
の
総
生
産
額
に
占
め
る
小
作
料
負
担
部
分
は
大
き
く
、
た
と
え
ば

Ｐ

，
グ
ー
ベ
ー
ル
に
よ
る
と
、　
一
七
世
紀
末
の
ボ
ー
ブ

ェ
ジ
で
は
平

年
時
に
小
作
料
は
生
産
額
の
二
〇
％
、
凶
作
年
に
は
二
五
十
三
三
％

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
も
達
し
、
零
細
な
フ
ェ
ル
ミ
エ
に
は
必
要
部

分
に
食
い
込
む
ほ
ど
で
あ

っ
た
と
い
う
ち

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
こ
の
高
率
小
作
料
が
経
済
外
的
強
制
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
言
え

る
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
経
済
外
的
強
制
と
い
う
場
合
、
発
現
形
態
は
ど
う
で
あ

れ
、
そ
の
根
底
に
は
具
体
的
な
強
制
の
手
段
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、

ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
段
階
に
お
い
て
は
、
や
は
り
領

主
棒
あ
行
使
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
た
と
え
利
潤
の
展
開
を
抑
圧
し
、

ま
た
必
要
部
分
に
さ
え
食
い
込
む
ほ
ど
の
高
率
小
作
料
が
収
取
さ
れ

-14-―- 15 -―
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た
と
し
て
も
、
問
題
は
そ
れ
が
領
主
権
の
介
入
の
結
果
か
否
か
に
あ

る
。
こ
の
点
、
小
作
料
を

（半
）
封
建
地
代
と
す
る
見
解
で
は
経
済

外
的
強
制
の
具
体
的
根
拠
が
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
ず
、
小
作
条
件

の
過
酷
さ
あ
る
い
は
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
も
つ
保
有
農
民
と
し
て
の

一
面

が
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
地
主
―
小
作
関
係
が
成
立
す
る
小
作
地
は
い
か
な

る
種
類
の
土
地
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ン
シ

ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
に
は
王
国
全
域
の
土
地
所
有
面

積

の
う

ち

「農
民
の
土
地
」
■
８

一ヽび
ふ

壇
あ
宮
君

は
約
二
〇
％
を
占
め
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
残
り
五
〇
％
を
占
め
る
領
主
直
領
地

令
貴
族
の
土
地
」

モ
る
口
一ぃ
ふ

コ
ｏ
げ
Ｆ
中る

と

「
聖
職
者
の
土
地
」

軍
ｏ
■

緑

８
ｏＦ

中崩
貴

ｃ
命
）
お
卜
ヘゴ
一）５

％
を
占
め
る

デ

ル
ジ
ョ

フ
の
土
地
」

０
８ヽ
，一体
ふ

す
号
堀
ｏ
中沼

に
お
い
て
地
主
―
小
作
関
係

が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け

で

は

な

い
。

「
農
民
の
土
地
」
そ
の
も
の
に
農
民
の
相
互
借
地
関
係
が
形
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
所
有
地
が
飛
地
の
状
態
に
あ
れ
ば
耕

作
の
不
便
を
避
け
る
た
め
遠
方
の
土
地
を
貸
出
し
、
近
隣
の
土
地
を

借
地
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
若
年

・
婦
人
労
働
力
に
た
よ
ら
ざ

る
を
え
な
い
農
家
は
自
神
乾
放
美
し
て
自
己
所
有
地
を
小
作
に
ゆ
だ

ね
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
ば
あ
い
個
々
の
借

地
面
積
は
数
ア
ル
パ
ン
程
度
の
小
規
模
の
も
の
が
多
い
が
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
農
民
相
互
借
地
関
係
は
か
な
り
広
範
に
お
こ

な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
麦
５
は

Ｈ

‘
セ
ー
が
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
所
「

在
す
る
三
八
カ
村
に
つ
い
て

「
農

民
の
土
地
」
に
お
け
る
経
営
分
布

を
二
十
分
の

一
税
申
告
に
も
と
づ

い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

い
ま
自
小
作
地
を
度
外
祝
す
る
と

し
て
も
少
な
く
と
も
所
有
総
面
積

の
三
八
％
、
所
有
地
件
数
の
二
九

％
が
小
作
地
を
構
成
し
て
い
る
こ

（６
）

と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

「農

民
の
土
地
」
に
お
け
る
相
互
借
地

関
係
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
全
域

で
二
〇
％
を
占
め
る

「
ブ
ル
ジ

ョ

フ
の
土
地
」
に
成
立
す
る
地
主
―

小
作
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら

ば
、
そ
こ
に
収
取
さ
れ
る
小
作
料

そ
の
も
の
に

（半
）
封
建
的
性
格

を
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
領
主
権
を
も
た
な
い
商

業
市
民
あ
る
い
は
法
律
家
な
ど
の

ブ
ル
ジ
ョ
フ
、
さ
ら
に
は
農
民
の

表 5 ブ ルターニュ38ヵ村における 「農民の土地」経営分布

面積単位 :ジュルナル (キ04ヘ クタ
ール)
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所
有
地
に
お
い
て
、
経
済
外
的
強
制
、
そ
の
根
拠
た
る
領
主
権
の
介

入
す
る
余
地
は
ど
こ
に
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。

第
二
に
、
小
作
契
約
に
み
ら
れ
る
過
酷
な
小
作
条
件
は
、
地
主
―

小
作
関
係
の

（半
）
封
建
的
性
格
を
示
す
根
拠
と
言
え

る
だ

ろ
う

か
。
フ
ェ
ル
ミ
エ
は
し
ば
し
ば
本
来
の
小
作
料
と
は
別
に
追
加
小
作

料
と
し
て
、
電
ｏ
ホ！科
ｒく
Ｆ

あ
●
球
温
①
な
ど
呼
称
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、　
貨
幣

・
生
産
物
の
提
供
、　
ま
た
運
披
労
役

命ゴ
いＨ【〇
冴

な
ど

の
労
役
の
提
供
が
課
さ
れ
る
。　
一
七
世
紀
末
の
パ
リ
南
部
で
は
フ
ェ

ル
ミ
エ
は

を
球
温
ｏ
と
し
て
難

・
ブ
ド
ウ
酒
を
提
供

し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ま
た
自
前
の
種
子

・
肥
料
を
も

っ
て
地
主
の
囲
込
み
地
を

耕
作
札
一
り
、
パ
ソ
在
住
の
地
主
へ
収
穫
物
を
運
搬
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
輪
作
強
制
へ
の
服
従
義
務
あ
る
い
は
小
作
権

毎
５
汗

符

す
ュ
委
譲
の
禁
止
な
ど
の
付
随
条
項
も

一
見
す
る
と
経
済
外
的
強
制

の
あ
ら
わ
れ
と
も
み
え
る
。
し
か
し
、
を
守
縄
①
あ
る
い
は
労
役
義

務
な
ど
追
加
小
作
料
は
、
小
作
料
が
増
額
な
い
し
減
額
さ
れ
る
ば
あ

い
に
こ
れ
ら
の
追
加
的
部
分
の
修
正
に
よ
っ
て
本
来
の
貨
幣
小
作
料

の
水
準
を
調
節

・
維
持
す
る
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
昧
屯
輪
作
強

制
な
ど
共
同
体
慣
行
へ
の
服
従
義
務
は
純
粋
に
農
業
生
産
力

・
農
業

技
術
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
農
業
革
命
が
解
決
す
る
課
題
で
あ

る
。
領
主
的
諸
権
利
あ
る
い
は
ま
た
「封
建
的
支
配
体
系
」
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
革
命
期
に
廃
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
小
作
契
約
に
含

ま
れ
る

「強
制
」
的
条
項
は
革
命
後
も
存
続
す
る
の
で
あ
る
か
苅
）

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

そ
れ
が
い
か
に
過
酷
で
あ

っ
て
も
、
小
作
料
の

（半
）
封
建
的
性
格

を
示
す
根
拠
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
地
主
十
小
作
関
係
に
経
済
外
的
強
制
が
関
与
し
な
い
な

ら
ば
、
高
率
小
作
料
は
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
み
だ
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
表
６
は

一
七
三
〇
年
代
以
降
の
ア
ミ
ア
ン
施
療
院
禎

に
お
け
る
三
四
の
小
作
地
に
つ
い
て
、
面
積
規
模
か
ら
三
つ
の
グ
ル

榊
牽
韓
妙
紳
れ
戒
韓
）
中
「
弟
企
晩
燕
一
”
中
作 ノレ
貯
率 ノレ
巾
車
般
卯
郊

産
性

（泥
土
質
の
優
等
地
か
石
灰
質
の
劣
等
地
か
）
、
収
穫
物
市
易

の
地
理
的
な

有
利
さ

（都
市
に
近
い
か
否
か
）
、　
十
分
の

一
税

・
サ

ン
ス

・
シ
ャ
ン
パ
ー
ル
の
負
担
の
度
合
い
、
地
主
権
に
対
抗
す
る

一

種
の
共
同
体
慣
行
た
る

日
営
ぷ
伊
増
い
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
否
か
な

ど
小
作
地
の
置
か
れ
た
環
境
に
微
妙
に
影
響
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
ャ

表
６
は
小
作
地
面
積
が
小
さ
く
な
る
に
従
い
、
ま
た
同
時
に
各
グ
ル

ー
プ
に
含
ま
れ
る
小
作
地
数
が
増
え
る
に
従
い
単
位
面
積
あ
た
り
の

小
作
料
が
高
率
に
な

っ
て
ゆ
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
と
り

も
な
お
さ
ず
農
民
間
に
小
作
地
獲
得
の
競
争
関
係
が
形
成
さ
れ
、
零

細
小
作
地
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
競
争
が
激
し
く
な
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

一
方
、
ア
ミ
ア
ン
、
ソ
ワ
ソ
ン
、
シ
ャ
ゴ
ン
の
各
徴
税
区
で
は
、

こ
れ
ら
の
地
方
の
大
フ
ェ
ル
ミ
エ
を
主
対
象
と
し
た
国
王
宣
言

（
一

七
六
四
年
七
月
二
〇
日
）
が
そ
の
序
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、

「土
地
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ェ
ど
う
し
が
競
争
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
ま
ず
競
争
の
基

本
的
条
件
と
し
て
遅
塚
氏
の
指
摘
ど
お
り
脱
農
条
件
の
欠
如
つ
ま
り

社
会
的
分
業
の
未
発
達
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
遅
塚
氏

は
、
社
会
的
分
業
の
未
発
達
の
原
因
を
農
民
的
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済

の
未
熟
、
そ
れ
を
生
ぜ
し
め
る
と
こ
ろ
の
領
主
制
と
く
に
経
済
規
制

嘩控求柳残崚韓疑お梼靴翔車的ル韓蝶う．嘲綿帥割つ麻酔緋

を
つ
う
じ
て
農
民
の
総
生
産
額
に
占
め
る
領
主
権
負
担
は
十
分
の

一

税
負
担
を
加
え
た
と
し
て
も
国
王
租
税
負
担
に
は
は
る
か
に
お
よ
ば

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
農
民
内
部
の
利
潤
の
蓄
積
が
抑
圧

さ
れ
、
し
た
が

っ
て
ま
た
農
民
層
分
解
、
社
会
的
分
業
の
発
達
が
抑

止
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
を
領
主
制
の
未
解
体
の
み
に
求
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、

（形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
）
領
主
制

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
国
王
租
税
の
過
重
負
担
に
求
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
メ
テ
イ
ヤ
ー
ジ

ュ
地
域
を
観
察
し
た
Ａ

・
ヤ
ン

グ
が
、　
Ｆ
」
の
有
害
な
メ
テ
イ
ヤ
ー
ジ

ュ
を
生
ん
だ
フ
ェ
ル
ミ
エ
の

貧
困
が
専
制
政
府
の
諸
原
理
に
出
来
す
る
こ
と
は
疑
え

な

い
だ

ろ

う
」
と
述
べ
、
専
制
政
府
の
諸
原
理
と
し
て
主
に

「貴
族
や
聖
職
者

航
挽
れ
て
い
る
が
、
耕
作
者
に
の
し
か
か
る
重
税
」
を

挙

げ

る

と

き
、
わ
れ
わ
れ
は
農
民
層
の
両
極
分
解
を
押
し
と
ど
め
る
も
の
と
し

て
国
王
租
税
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ル
ミ
エ
相
互
の
競
争
は
、　
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
さ
ら
に
人

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

口
増
加
に
よ
っ
て
激
化
さ
れ
る
。　
一
八
世
紀
の
三
〇
年
代
に
始
ま
る

価
格
上
昇
局
面
は
人
日
の
増
加
を
と
も
な
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

ラ
、フ
ル
ー
ス
の
い
わ
ゆ
る

「
死
亡
率
の
革
命
」

野ヽ
ｏ
】景
中ｏ
コ

符

ポ
一

日
留
キ掌
ふ

に
よ
る
も
の
で
あ
私
宅

つ
ま
り
社
会
的
生
産
の
根
幹
を

農
業
生
産
に
お
く
旧
型
経
済

】）持
ｏ
，
ｏ
ｓ
Ｐざ
い
〉停
呂
一３

ぞ
将

に
お
い

て
は
、
農
業
危
機
は
直
接
に
食
料
危
機
を
招
き
、
都
市

・
農
村
の
プ

ロ

レ
タ
リ
ア

・
半
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
層
に
大
量
死
亡
を
惹
起
す
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
も

一
八
世
紀
に
お
け
る
価
格
の
循
環
的
な

い

し
短
期
的
変
動
の
幅
は

一
七
世
紀
に
く
ら
べ
る
と
縮
小
さ
れ
る
傾
向

に
あ
９
公

周
期
間
の
最
大
値

・
最
小
値
の
格
差
は
二
十
三
倍
）
、
農

業
危
機

・
食
料
危
機
の
相
対
的
緩
和
、
し
た
が

っ
て
死
亡
率
の
低
下

傾
向
が
う
ま
れ
、
そ
こ
か
ら

一
八
世
紀
と
く
に
そ
の
後
半
期
の
農
村

（２２
）

過
剰
人
口
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
農
村
に
お
け
る
人
口
圧
力
、

そ
し
て
そ
れ
を
吸
収
し
き
れ
な
い
社
会
的
分
業
の
未
発
達
、
こ
れ
ら

の
条
件
が
フ
ェ
ル
ミ
エ
と
く
に
零
細
フ
ェ
ル
ミ
エ
を
小
作
地
獲
得
競

争
に
走
ら
せ
た
わ
け
で
あ
る
。　
一
八
世
紀
の
小
作
料
上
昇
は
直
接
的

に
は
農
業
生
産
の
増
大
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
零
細
経
営
に

お
け
る
小
作
料
上
昇
率
の
相
対
的
高
さ
を
考
え
る
と
、
農
村
過
剰
人

口
を
背
景
と
す
る
農
民
間
の
競
争
の
激
化
も
ま
た
小
作
料
の
上
昇
要

（２４
）

因
を
な
す
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
小
作
料
実
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
た
と
え
利
潤
の
展
開
を

押
し
と
ど
め
る
高
率
小
作
料
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
経

所
有
者
が
居
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
自
分
た
ち
の
小
作
地
に

居
す
わ
り
」
、　
ま
た
そ
れ
ら

の
小
作
地
を

「他
人
に
譲
渡

あ
る
い
は
分
割
す
る
」
フ
ェ

ル
ミ
エ
の
傾
向
が
み
ら
れ
、

概
し
て
大
フ
ェ
ル
ミ
ェ
の
ば

あ
い
小
作
権
は
地
主
権
よ
り

（・３
）

も
優
勢
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
Ｇ

。
ポ
ス
テ

ル
‐
ヴ
ィ

ネ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大

フ
ェ
ル
ミ
エ
は
小
作
料
決
定

の
際
に
イ

エ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を

と
る
こ
と
が
で
き
、
小
作
料

を
相
対
的
に
低
く
維
持
で
き

た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
ろ
苑
宇
し
か
し
ヽ
同
時
に

農
民
相
互
に
お
い
て
、
と
く

に
貧
農
の
あ
い
だ
で
小
作
地

を
め
ぐ
る
激
し
い
競
争
が
あ

っ
た
こ
と
も
否

定

で
き

な

い
。　
一
七
八
九
年
の
陳
情
書

は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。
シ
ャ
Ｆ
ン
・
パ
イ
イ
裁
判
区
の
オ

ネ
ー
ー
レ
ー
ト
ル
村
で
は
、　
フ
ェ
ル
ミ
エ
は

「
互
い
に
ね
た
み
あ
い

高
値
を
つ
け
て
小
作
地
を
奪
い
あ
う
」
し
、
デ

ュ
ー
ズ

‘
バ
イ
イ
裁

判
区

（
ロ
レ
ー
ヌ
）
の
デ
ス
ト
リ
村
で
は

「
他
に
営
業

日
び本中ｑ

の

な
い
」
農
民
ど
う
し
が
競
争
し
、

「
小
作
地
は
よ
り
高
く
値
を
つ
け

た
者
に
与
え
ら
れ
る
の
で
そ
れ
が
濫
用
さ
れ
て
法
外
な
額
に
な
る
」

（・５
）

の
で
あ

っ
た
。

一
般
に
、　
一
八
世
紀
に
は
零
細
な
小
作
経
営
ほ
ど
小
作
料
率
が
高

く
、
し
か
も
、
右
の
ア
ミ
ア
ン
施
療
院
領
の
例
で
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
小
作
料
の
上
昇
率
も
零
細
経
営
ほ
ど
高
く
な
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
稔
理

一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
八
世
紀
初
頭
の
小
作
料
停

滞
期
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
た
と
え
ば
、
Ｍ
　
ヴ

ュ
ナ

ー
ル
は
、
パ
リ
南
部
に
つ
い
て
、
小
経
営
に
な
る
に
従
い
碑
一
面
積

あ
た
り
の
小
作
料
が
高
く
な
る
傾
向
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
比
較

的
規
一模
の
大
き
い
小
作
地
で
は
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
破
産
が
頻
発
す
る
に

つ
れ
て
競
争
が
沈
静
化
に
む
か
い
小
作
料
は
停
滞

・
低
下
す
る
が
、

一
〇
ア
ル
パ
ン
程
度
の
零
細
小
作
地
で
は
地
主
は
常
に
フ
ェ
ル
ミ
エ

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
そ

（
の
味
果
競
争
が
激
化
さ
れ
て
小
作
村

が
上
昇
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
四
に
、
小
作
地
を
求
め
る
フ
ェ
ル
ミ
エ
相
互
の
競
争
関
係
は
ど

の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
上
記
デ
ス
ト
リ
村
の
陳

情
書
が
雄
弁
に
述
べ
る
ご
と
く
、

「他
に
営
業
の
な
い
」
フ
ェ
ル
ミ

―- 18 -―一- 19 -一



史
苑

（第
三
十
九
巻
第

一
号
）

済
外
的
強
制
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
小
作
地
を
め
ぐ
る
フ

ェ
ル
ミ
エ
相
互
の
自
由
な
競
争
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
小

作
料
は
封
建
地
代
と
範
疇
的
に
区
別
さ
れ
る
本
質
的
に
は
近
代
的
意

味
に
お
け
る
地
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
妬
ギ
狭
義
の
地
主
―

（零

細
）
小
作
関
係
に
収
取
さ
れ
る
小
作
料
は
、
資
本
家
的
大
借
地
農
た

る
大
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
支
払
う
固
有
の
意
味
で
の
資
本
制
地
代
と
区
別

さ
れ
る
と
し
て
も
、
肝
唇
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
資
本
制
地
代
に
む
か

う
過
渡
的
形
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
封
建
地

代
が
ほ
と
ん
ど
無
視
で
き
る
ほ
ど
僅
少
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ

せ
る
と
、
領
主
は
地
代
取
得
者
と
し
て
、
事
実
上
の
近
代
地
主
の
規

定
を
受
け
る
わ
け
で
あ
る
。

証（１
）

た
と
え
ば
中
木
慶
夫
氏
の
ば
あ
い

「絶
対
王
制
を
頂
点
と
す
る
封

建
的
支
配
体
ネ

（＝
経
済
外
強
制
の
体
系
ご

に
小
作
料
実
現
の
根
拠

が
求
め
ら
れ
る

（『
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
制
の
構
造
上

〓
一四
頁
参
照
）
。

そ
の
他
、
遠
藤
輝
明

「
フ
ラ
ン
ス
革
ム命
と
い
わ
ゆ
る

『地
主
的
土
地

所
有
』
に
つ
い
て
」
翁
歴
史
学
研
究
』

一
九
五
号
）
四
五
頁
。　
ま

た
、
フ
ラ
ン
ス
史
学
界
で
は
Ｆ
。
ゴ
テ
ィ
エ
が

柿
【景
】鴫
を
労
働
地

代

，
現
物
地
代
の
発
展
形
態
に
お
い
て
と
ら
え
封
建
地
代
と
見
微
し

て

い

フ
つ

。

「

丁

】
９

コ
●
ｏ

（
対
一
Ｅ
一
デ

；

Ｆ
　
卜

特

いも

き

ヽ
蕊
し
∽ヽ
ｓ
対、
ゃミ

、
ゃ
ヽ
り
　

ヽ
や
　

ヽ
は
‐

住ミ
ミ
き
ヽ
」、ヽ
ミ
、ヽ冷ミ
沸
♪
　
、】へょ畳
ヽヽヽ

いヽ
ヽ
」（も
、ヽ
】
中０「
ド
　
】ツ
　
伽
】　
　
こ
ち
管
う

の
意
見
に
承
服
で
き
な
い
こ
と
は
本
文
レ」
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（２
）

Ｆ

（丁
３
呈
ｉ
Ｓ

ミ
≡
や

】驚

（３
）
　
（，
　
一あ
【命ザ
〓
ｒ
　
Ｏ
ヽヽ
ヽヽ
、いと
き
ヽヽ
干
ツや
さ
い
　
】【）∞
や
　
】〕ｃ
Ｆ
　
命色
…
　
句
いユ
Ｐ

申喝
ｐ
や
Ｓ
や

（高
橋
幸
八
郎
、
柴
田
三
千
雄
、
遅
塚
忠
舛
訳

『
一

七
八
九
年
十
フ
ラ
ン
ス
革
命
序
論
』

一
九
七
五
年
、　
一
七
九
頁
）

（４
）

■
　
の
絆
】
卜
お
いヽ
８
匂ら

ミヽ
Ｓ
、６
ｓミ
』
ミ
き
い
ミ
嗚こ
甲
『
∞
卑
●

『
ロ

（５
）
　

「
マ
ヌ
ヴ
リ
エ
」
間
あ
る
い
は

「
ラ
ブ
ル
ー
ル
」
間
で
、
さ
ら
に

は

「
ラ
ブ
ル
ー
ル
」
と

「寡
婦
」

一‐断
鉄
工
」
の
あ
い
だ
で
、
最
！低

四
ア
ル
パ
ン
か
ら
最
高
三
三
ア
ル
パ
ン
の
小
作
契
約

（時
に
は
分
益

小
作
）
が
結
ば
れ
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
■
・
Ｚ
一３
ユ
ヽ
）
ミ
ト
単
↓

一　
時〇
）
ｏ
や
　
∽
∞
――
∞
０　
命一　
ｏ
　
Ｏ
Ｎ

（６
）

■

探
ｐ

時
∽
らヽ
侑∽∽ら

さ
ヘミ
ざ

Ｓ

的
もヽヽ
ｓ
的
巡
デ

●
、
■

ま
た
、

遅
塚
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
、
・
ダ

リ
エ
ル
モ
ン
村
で
は
一
七
五
九
年
に

「農
民
の
土
地
」
五
七
〇
ア
ー

ク
ル

（全
土
地
所
右
面
積
の
五
〇

・
九
％
）
の
う
ち
六
四
％
が
農
民

相
互
借
地
の
も
と
に
あ
り
、
同
じ
く

一
七
七
八
年
に
は

「農
民
の
上

地
」
六
五
二
・
ニ
ア
ー
ク
ル

（同
四
四

・
二
％
）
の
う
ち
五
七
％
が

農
民
相
互
借
地
の
も
と
に
あ
る
。
遅
塚
忠
男

「絶
対
王
制
の
経
済
的

基
礎
の
動
猛
―
土
地
問
題
」

（岩
波

『
西
洋
経
済
史
講
座
』
Ⅲ
、　
一

九
六
〇
年
所
収
）
三
二
〇
―
三
二
一
頁
。

（７
）

悪

く
ｇ
Ｄ】ュ

Ｓ

竪

▼
甲

ヽ
い

（Ｒ
）
）
　

問
　
Ｐ
ｏ

刃
（）】

Ｆ
Ｄ
毎
一ヽ

村
，　
Ｐ
付

中
命
Ｄ
｛
命

ｈ
Ｏ
ヨ
ュ
伊
一
の

い
こ
市Ｏ
毎
【
　
ュ
①
　
句
磐
「冴

い
再

Ｘ
く

目
ｏ
∽
移
命
下
】
卜
ヽ
ミ
ミ

ら

【
掛
へ
Ｓ
Ｓ
ミ
き

いヽ
，∽
景

ミ
ミ
ヤ
０
ま
ヽヽ
車∽
ミ
き

やヽ
Ｐ

岸
Ｏ
Ｏ
∞
】
】〕。
　
り
】
や
　
リ
ト
Ｏ
）
ヽ
宮
宮
〕の
ン
の
　
【

（
９

）

て

く

掛

い
と

）

Ｓ

車

≡

ｏ

樹

　

十

「
い
退

唇

ユ

や
単

い
ヽ

ヤ　

や

い０
卜
　
合】
　
Ｆ
の
ものげ
て
【●
）
い
い∽
専
磯ｋ
らや
ヽ
∽　
ヽ
車
　
ツ
もヽヽ
ミ
ｔ
　
，
　
的
Ｏ
崎

（１０
）

た
と
え
ば

エ
ン
グ
ル
ス
の
次
の
叙
述
参
照
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
北
郡

で
は
、
　

　

土
地
が
、
テ
ン
サ
イ
を
栽
培
す
る
と
い
う

義

務

つ
き

で
、
こ
の
う
え
な
く
や

っ
か
い
な
条
件
で
農
民
に
賃
貸

さ

れ

て

い

一- 20 -一_ 2 1 -

掲増
【
■
を
モ
ー
「

る
。
農
民
は
そ
の
テ
ン
サ
イ
を

一
定
の
工
場
に
、
こ
の
工
場
が
き
め

る
値
段
で
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、　
一
定
の
種
子
を
買
い
、
指
定
さ

れ
た
肥
料
を
き
ま

っ
た
量
だ
け
ほ
ど
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

翁
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
農
民
問
題
」

一
八
九
四
年
、
大
月

司
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』、
二
二
巻
、
四
九
〇
頁
）。
こ
れ

は
経
営
の
自
由
を
禁
止
す
る
作
付
強
制
と
そ
れ
に
付
随
す
る
強
制
の

例
で
あ
る
が
、
民
法
典
に
あ
ら
わ
れ
る
地
主
の
作
物

差

押
権

（同

上
、
四
八
五
頁
）
と
同
様
、
地
主
権
の
強
さ
を
示
す
だ
け
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
は

「
半
封
建
的
土
地
所
有
」
の
指
標
と
は
な
ら
な
い
。

（
１１

）

Ｆ

∪
命
ウヽ
９
ｒ

Ｓ

単

≡

七

驚

よ

り

作

成

。

各

グ

ル

ー

プ

に

つ

い

て
、
各
小
作
地
の
一
ジ

ュ
ル
ナ
ル
当
り
小
作
料
の
総
和
を
小
作
地
数

で
割
算
し
た
も
の
。

（・２
）

軍ヽ
卜
〉
コ
ツ
】
岸
】―
―
岸
】ヽ

（
・３

）

Ｏ

Ｆ

と

早

ぎ

冒

挙

Ｓ

単

‥

や

時
ｇ

】
と

〕汚

洛

ｒ

（Ｌ
）
　
、豊
卜
】
可
　
卜
一

（‐５
）

そ
の
他
、
農
民
間
の
競
争
を
示
す
原
情
書
に
つ
い
て
は
、
９

ぃ
？

≡
，一ツ
≡
つ
】　
Ｏ
へヽヽ
∽車
Ｇ
ヽ
∽
　
侑
い
、、
き、へ∽　
　
偽
ミ　
　
ミヽ革ミ
シ
　
　
ミ
も　
　
、Ｓ
　
　
鳴ぜ
ヽヽ
ヘミ
ヽ
】

∽
宮
，
ケ
ご
Ｃ
Ｅ
一■
，
　
卓
０
”
時
】

ｏ
　
∽
り
）

津ズ
）
↑命
（
卜
）
】

【▼
　
∽
Ｏ
　
Ｓ
Ｃ
市
命
（
岸
）

（
・６

）
　

●

〓
　
口

呂

の
４

Ｐ
・″ゴ

ｏ
宮
″
∽
ｐ

　

的
の
も
ミ
」核

ヘ

ミ
ミ

やヽＳ

いこ
ヘ
ミ

Ｓ
ミ

ミ
ヘ
∽
　

ヽ
ミ

～

ミ

ヽ
易

】代
ヽ
ミ
ヘ∽
Ｓ
ヽ
「
ぶヽ
ヽ
飛

や
ミ
Ｘ
ミ
ヽヽ

、ヽ
４
∝
ミ
ド

可
ф
ユ
フ

】
ｏ
ｃ
Ｐ

ｏ
，

一も
岸
　
ヽ
と
い
ヽ
Ｇ
ヽ
畳
、ミ
】
ゃ
、
も
、
、き
ヽ
ヽ
単
べヽ
ヽ
ｏ
ミ
ミ
ミ

ミ
ミ
〔ミ

きヽ
ミ
やミ
）ヽ

＞
ｏ
Ｘ
【―
占
箕
Ｉ
）

『^
命
一ヨ
”的
の
”】
甲
　
一淳
〕
　
の

電
ｏ
４
ュ
‐く
す
御
▼
　
ｓト

●
ヽ
　
〉　
ヽ
　
時
一
時
）
ヽ
イコ
う
ｏ
夕
の
　
ｒｔ

（・７
）

て

く
３
【・＆
）
忌

阜
こ
甲

【
ド

（・８
）

章
ヽ
こ
甲

〕岳
　
そ
の
他
、　
一
七
世
紀
後
半
の
小
作
料
停
滞
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
零
細
経
営
の
小
作
料
が
上
昇
す
る
こ
と
に
つ
い
て

一
七
、　
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
田
）

，は
、
　
Ｐ
●
刃
〇
く
Ｆ
い
い
●
ユ
Ｐ
　
Ｐ
Ｄ
【め
Ｄ
符

、ｏ
停
ュ
伊
】命
い
●
一〇
●
【
“
①
可
ωユ
″
】

卜

ヽ
ミ
ミ

残

一

も

Ｇ
Ｏ
Ｓ
ヽ
ミ

き
ヤ
∽
Ｇ
車

邸

は
十

Ｇ
き

ヽ
ヽ
済
ミ

ヽ
Ｇ
ヽ
コ

岸
ｏ
ｏ
Ｐ

コ
。
　

Ｐ

　

【
γ

萌も
　
ま
た
ソ
ワ
ソ
ネ
で
も
、　
大
フ
ェ
ル
ミ
エ
の
破
産
が
競
争
の
抑

制
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
小
作
料
の
停
滞
は
大
経
営
に
お
い
て

顕

著

で

あ

っ
た

。

０

円
ｏ
∽
二

七

一冒

￥

Ｓ

単

ｔ

甲

Ｎ
Ｆ

（・９
）

遅
塚

「
ル
ア
ン
大
司
教
領
」
下
　
一
一
〓
一頁
。
そ
の
他
諸
論
稿
。

（２０
）
　
＞
津
す
・
【
く
ｏ
ｃ
Ｄ
い

ミ
Ｓ
・ｓ
い
う

やヽ

、「、ｓ
、
民
）
『
さ
い
●
Ｐ
５
，
　
ぃ
０　
■

∽
い
の
】
コ
Ｏ
Ｃ
て
　
い
は
≡
　
『
）い】中∽】
岸
Ｃ『
Ｏ
】
付。　
日
ｒ
　
均
　
『
∞
０
・

（
２．

）

田

　

Ｆ
ぃ
げ
５

・
稼

ｐ

卜
ｓ

ヽ
ミ

く

ヽ
も

ヽ

一ヽい
Ｇ
ヽ
Ｇ
ミ

き

ヽ
ぺ
や
ヽ
も
ミ

終

駈

、
ｓ

、
ミ

軋
も

）ヽ卜
ヽ
ユ
も
ヽ

ヽ
は
い
」ミ
嗚
へ車
ｓ
ミ
　
ミ
は
け
ミ

ミ
も　

おヽ
　
杓
へ
ｃ
ミ
ミ
き
ざ
　
円
中
ユ
Ｐ

津
ｏ
卜
♪

０
●
　
Ｘ
Ｘ
く
Ｆ
Ｔ
Ｉ
Ｘ
Ｘ
申Ｘ

（２２
）

一
八
世
紀
と
く
に
そ
の
後
半
に
お
け
る
死
亡
率
低
下
に
つ
い
て
具

体

的

に

は

、
　

神

営

命
営

一ば

ｐ

甲

計

ミ
き

終

∽
き

置

やヽ
ミ
ヘ
も

ヽ
思

ぶ

も

ミヽ
ヽ
い

軋
ヽ
き
Ｇ
』
ミ
ヽ
き
き
ミ
Ｆ

円
宮
所
）
】
いう
Ｐ
　
ｏ
ｉ　
ｃ
ｏ
　
●
付
　
ｏ
　

∞
Ｐ
　
量

・

ウ
名
一ｏ
Ｏ
コ
〕
】マ
伊
】
侑
ヽ
汁
　
６
持
こ
　
一
　
時
〇
）
●
　
【
に
い

（
舞

）
　

田

　

Ｆ
い
げ
【
ｏ
ｃ
稼

ｐ

的
∽
烏
ミ

協

や

）

甲
　
命
一『
卜

命
↑

℃
　

∞
∽
Ｐ

（２４
）

Ｐ

∪
めち
Ｐ

Ｓ

爵
〓
や

岸
昼

（２５
）

こ
こ
で
は
、
ト
ー
ニ
ー
の
い
わ
ゆ
る

「競
争
地
代
」
８
】ヨ
鴨
津
一嵩

る
ュ

の
概
念
が
あ
て
は
ま
る
。
ト
ー
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
〓
一世
紀
末
か

ら

一
五
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、新
た
に
開
墾
さ
れ
た
土
地
、あ
る
い

は
直
領
地

ぃ
ｏヨ
め旨
の
で
お
こ
な
わ
れ
る
借
地
関
係
、
ま
た
農
民
相
互

の
借
地
関
係
に
お
い
て
は
、地
代
は
慣
習
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

競
争
市
場
の
も
Ｌ
で
決
定
さ
れ
る
。
地
代
実
現
に
お
け
る
こ
の
関
係

は
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ

ュ
の
ば
あ
い
と
同
様
で
あ
る
。
阜

刃

呂

『
薯
■

由応

】
】
月
ヽ
も
卜
時
ヽ
も
ヽ
ミ
さ

ヽ
ヽ
ｓ
ミ
Ｓ
ミ

ミヽ

ヽヽ

も
４
ミ

ヽ
い
ミ

き

尽
ミ

ミ
Ｓ
ｆ

Ｐ
ｏ
う
仁
９
〕

岸
習

Ｎ

刃
の
昭

一ユ

）

岸
湯

ド

昭

Ｐ
毬

―

ぼ

岸

　

ち

な

み

に

、

本

稿

で

直
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接
扱
わ
れ
な
い
分
益
小
作
料

ヨ
〔
一宅
拭
●
は
、
パ
リ
南
部
で
例
外
的

に
み
ら
れ
る
が
、
メ
テ
イ
ャ
ー
ジ

ュ
も
ま
た
本
質
的
に
は
フ
ェ
ル
マ

ー
ジ

ュ
と
同
性
格
の
地
代
と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
危
機
に
際
し
、
経

営
資
本
の
弱
体
化
し
た
フ
ェ
ル
ミ
ユ
が
地
主
と
メ
テ
イ
ャ
ー
ジ

ュ
契

約
を
お
こ
な
う
こ
と
が
あ
る
し
、
ま
た
逆
に
メ
テ
イ
ヤ
ー
ジ

ュ
か
ら

フ
ェ
ル
マ
ー
ジ

ュ
Ｌ
戻
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
同

一
小
作

地
に
お
い
て
同

一
地
主
の
社
会
的
性
格
が
変
化
す
る
わ
け
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
経
済
変
動
に
と
も
な
い
、
小
作
形
態
が
流
動
的
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｃ

Ｆ
奇↑
く
Ｓ

Ｏ
いδ
き
う

ミ
ミ
、ヽ
分
】
甲
場
▼

呂

く
３
小ル＆
】
Ｓ

悪
ｔ
甲

一
や

ま
た
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期

に
は
、　
い
ま

一
つ
の
地
代
形
態
と
し
て

【８
石

８
ョ
登
一承
の
が
あ

る
。
こ
れ
は
不
動
産
に
設
定
さ
れ
た
ラ
ン
ト
の
売
買
契
約
の
形
式
を

と
り
、
不
動
産
を
抵
当
に
し
た
借
金
の
利
子
と
し
て
債
権
者

（ラ
ン

ト
の
購
入
者
）
に
年
々
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
利
子
率
の
上
限

（五
―
八
％
）
は
法
定
で
、
債
務
者

（ラ
ン
ト
設
定
者
）
は
借
金

（不

動
産
の
売
価
）
を
返
済
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
買
一戻
し
が
可
能
で
あ
る

が
、
ラ
ン
ト
を
滞
納
し
た
ば
あ
い
不
動
産
は
債
権
者
に
差
押
え
ら
れ

る
。
保
有
地
に
お
け
る
契
約
に
際
し
て
は
、
債
権
者

（多
く
は
富
農

，
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
　
教
会
）
が
領
主
に
サ
ン
ス
を
申
告
し
、
保
有

地
移
転
税
を
支
払
う
が
、
地
代
実
現
の
根
拠
と
い
う
点
か
ら
見
れ

ば
、
【Ｂ
石
８
】二
ま
船
も
ま
た
領
主
権
の
お
よ
ぶ
範
囲
外
に
あ
り
、

小
作
料
と
同
じ
く

「近
代
型
の
負
担
」
３
い【嶋

は
●
Ｃ
吊

ョ
＆
８
応

（Ｊ
・ム
ー
ブ
レ
）と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ｐ

命
呂
汗
ユ

Ｓ
・
ミ
こ

ｏ
●
　
コ
∞
０
１１
御
”
∞
し　
ツト
　
メ
、い
う
い≡
」
】　
もヽ
　
いヽ

こ
　
●
　
『
り
▼　
竹
　
ツト
の
Ｆ
く
・命
ｒ

Ｏ

Ｔ
の
一
一
〓
り

い
▼
は
色

】
〔ヨ

い
わ
″

命
一
　

言

（宅

ュ

一
　

Ｆ

一】
ホ】
一
　

α
い
コ
の
　

一い

「

】
宮

汚

命

（中
●

Ｘ
く
Ｆ
ｏ

ュ
伊
●
丁
】

】
０
伽
Ｆ
　
色
●
コ
リ
　
も
ヽヽ
へ単
う
　
ミ
】ヽ
４ヽ
単
ヽ
へ
　
は
い
ｏ
ヽ
Ｇ
さ
き

ミヽ
）

，勺
つ
【
一∽
】
】
０
「
】
】
町
芍
　
岸
卜
ω
ｌ
ｌ
中
ト
ト

三
、「
む
　
す
　
び

こ
こ

一
〇
年
来
、

フ
ラ
ン
ス
史
学
界
で
は
、
ブ
ル
ジ

ョ
ヮ
革
命
の

前
提
と
し
て
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
に
封
建
的
な
政
治

・
社

会
組
織
を
措
定
す
る
Ａ

・
ソ
ブ
ー
ル
等
と
、
他
方
、
ブ
ル
ジ
ョ
フ
と
貴

族
の
社
会
的
利
害
の
同

一
性
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
革

命
の
概
念
を
否
定
す
る
Ｆ

ヽ
フ
ュ
レ
等
と
の
あ
い
だ
で
論
争
が
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
論
文
で
両
者
の
意
見
を
批
判
し
た
Ｍ

・

グ
ル
／
ン
と
Ｒ

・
ロ
バ

ン
は
、
移
行
期
の
特
徴
と
し
て
、
商
人
資
本
の

浸
透

に
も
と
づ
く
政
治

（
国
家
）

。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

・
社
会
構
成
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ヴ

ェ
ル
に
お
け
る
封
建
的
要
素
と
資
本
主
義
的
要
素
の

「
絡
み
合
い
」
《
Ｊ
豊
８
命中ｏ
Ｄ
》

を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

資
本
制

へ
の
移
行
に
関
し
、
ソ
ブ
ー
ル
の
挙
げ
る
小
生
産
者
的
発
展

の
コ
ー
ス
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
む
し
ろ
副
次
的
で
あ
り
、
商
人
資
本
が

主
導
的
役
割
を
果
し
た
結
果
、
た
と
え
ば
社
会
構
成
に
お
い
て
は
、

領
主

・
ブ
ル
ジ

ョ
ワ

・
農
民

・
労
働
者
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
は
二
つ
の

生
産
様
式
が
絡
ま

っ
た
混
合
の
階
級
を
形
成
す
る
と
い
う
。
領
主
暗

級
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
れ
ば
、
領
主
の
収
奪
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
領

主
貢
一祖

・
経
済
外
的
強
制
に
も
と
づ
く
封
建
地
代
と
、
他
方
で
は
剰

余
価
値
の

一
部
と
し
て
の
資
本
制
地
代
の
二
と
お
り
に
規
定
さ
れ
る

- 2 2 -_- 23 -―

と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
地
代
分
析
の
な
か
で
、

こ
こ
で
い
わ
れ
る

「
絡
み
合
い
」
を
数
量
的
に
観
察
し
た
。
ア
ミ
ア

ン
施
療
院
領
の
例

（表
３
》
が
示
す
よ
う
に
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ

ー
ム
期
に
は
領
主
の
封
建
地
代

へ
の
依
存
度
が
傾
向
的
に
低
下
し
、

逆
に
近
代
地
主
と
し
て
の
側
面
が
強
化
さ
れ
て
ゆ
く
。

つ
ま
り
、
封

建
制
か
ら
資
本
制

へ
の
移
行
は
、
こ
こ
で
は
、
小
作
料
と
い
う
近
代

的
要
素
の
発
展
の
過
程
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る

の

で
あ

る
。
絶
対
主
義
の
確
立
に
よ
る
国
王
租
税
の
増
大
が
、
右
の
過
程
と

密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
所
領
の
収
入
構
成
の
面
か
ら
も
、
所
領
経

営
そ
れ
自
体
の
ブ
ル
ジ
ョ
フ
的
発
展
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
革
命
前
夜
を
特
徴
づ
け
る
領
主
反
動
は
、
領
主
財
政
に
も

た
ら
す
効
果
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
領
主
権
の
強
化
よ
り
も
む
し

ろ
直
領
地
経
営
の
拡
充

・
強
化
の
方
が
重
要
で
あ
る
。　
一
七
三
〇
年

代
に
始
ま
る
価
格
の

一
般
的
な
上
昇
傾
向
、
と
く
に

一
七
六
〇
年
以

降
の
急
上
昇

へ
の
対
応
は
、
農
民
の
日
雇
労
働
に
依
拠
し
た
森
林

・

媒
羽

・
飼
料
作
物
な
ど
の
直
接
経
営
の
拡
充
と
な

っ
て
あ

ら

わ

れ

る
。
ま
た
、　
一
七
七
八
十

一
七
八
七
年
の

「
循
環
的
不
況
」

ほ
増
？

劣
ｏ
ヨ
【ユ
命
，ｔ
島
ｏ
種

期
に
お
け
る
穀
物
価
格
の
低
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
小
作
料
は
上
昇
を
続
け
、
そ
こ
か
ら
利
潤
の
著
し
い
低
下
が

（４
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（５
）

も
た
ら
さ
れ
る

（
「
地
代
攻
勢
」
一）ｏ
職
め
房
一お

α
ｏ
Ｆ

あ
津
じ
。
し
か

も
、　
共
同
地
三
分
割
権

オ
【温
？

植
樹
権

増
】ゆ
ユ
一
は
借
地
形
成
あ

一
七
、　
一
人
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
主
制
に
つ
い
て

（浜
国
）

る
い
は
直
接
経
営
の
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
し
、
製
粉
場
独

占
権

「
領
主
特
権
放
牧
な
ど
も
す
で
に
本
来
の
機
能
を
離
れ
、
製
粉

業
者

・
牧
畜
業
者
が
請
負

っ
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
す
で
に
私
的

権
利
と
化
し
た
領
主
権
の
強
化
を

一
義
的
に
封
建
反
動
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
は
で
き
ず
、

「農
美

へ
の
資
本
主
義
の
侵
入
は
部
分
的
に

は
封
建
的
諸
権
利
に
乗
じ
て
　
のｏ
房

汗
）
８
宮
嵩
津

符
り
争
ｏ
雰

承
？

毎
営
ｘ
行
な
わ
れ
、　
そ
の
た
め
封
建
的
諸
権
利
を
よ
り

一
層
堪
え
難

（７
）

い
も
の
と
さ
せ
た
」
と
い
う
Ｇ

，
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
観
点
が
重
要
と

な
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
領
主
の
近
代
地
主
化
、
所
領
経
営
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化

の
過
程
は
領
主
反
動
の
な
か
で
最
終
局
面
を
む
か
え
る
。
各
地
に
激

発
す
る
農
民
騒
優
を
ま
え
に
し
て
、　
一
七
八
九
年
八
月
四
日
夜
、
自

由
主
義
貴
族
の
主
導
の
も
と
、
憲
法
制
定
国
民
議
会
に
よ
る
対
人
的

諸
権
利
の
廃
止
、
対
物
的
諸
権
利
の
買
一戻
し
の
決
定
は
、
以
上
の
過

程
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
領
主
層
に
よ
る
予
防
革
命
の
性
質

を
帯
び
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

証（１
）

，Ｋ
手
す
生
〇
る
コｏｐ
卑
刃
い」
ｏ
●
刃
ｏゴ
Ｐ

＞
ｏ
３
ｏｏ
∽
毎ｏ　
Ｆ

もｏ
一い

ｏ
■
●
●
命
　
∽
Ｆ
【
　
一
】
Ｄ
〕
〔
中命
，
　
中
心
∞
４〕
〕
命
　
●
本
　
】伸
　
〕担
い
く
〇
一年
一
一０
ま

中
　
ｏ
つ
年
【
　
Ｃ
コ
の

ｏ
５

更

の
日

単

声

●
命

い
ｏ
　

Ｆ
　

市
Ｓ

ｓ
の
ま

９

ｒ
　

卜
Ｓ

ヽ
も
ヽ
く

や
　

コ
。

岸
∞
Ｆ

」
ュ

Ｐ

い
０
「
Ｏ
‘　
●
ｏ
　
Ｏ
Ｉ
Ｉ
∞
〇
】
∽
●
【
〔Ｏ
●
付　
コ
‘　
的
∞

介
ち
！）

い
る

一】
居

Ｎ
く
一汀

【
ヨ
い
Ｐ

＞
●
鴫

ｒ

村

Ｋ

目

付ち

ｏ

Ｒ

一、穏

【
一８

一↑Ｅ

Ｐ

い
ｏ５
の
い
ミヽ
ミ
易

ミ
）ミ
∽き
ヽ
い

いヽｏさ
Ｇミ
さ
ミ
や

ミヽ
ｓヽ
Ｓ
ｓ
ミ
＊
ミ
壇
ヽ
、
４
ｓミ
Ｆ
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Ｆ

【
Ｆ

中
椋

ｐ

宅

】
壱

Ｉ

Ｉ

、■
　

シ

ャ

ン

パ

ー

ニ

ュ
西

端

に

位

置

す

る
モ
ン
テ
ィ
ヨ
ン
領
で
は
、　
一
人
世
紀
後
半
、
八
十

一
〇
年
ご
と
に

土
地
台
帳
の
改
訂
を
お
こ
な
い
、
封
建
地
代
を
厳
し
く
徴

収

す

る

が
、
直
接
経
営
の
拡
充
に
と
も
な
い
封
建
地
代
収
入
は
名
目
的
な
額

と
な
り
、　
一
七
八
九
年
に
は
わ
ず
か

一
リ
ー
ヴ
ル
ニ
ス
ウ
を
得
た
に

す
ぎ
な
い
。

（
３

）
　

田
　
Ｆ
ゆ
げ
５

，
協

Ｐ

】
い
や

ミ

車終

せ

ｏ
　
Ｘ
Ｘ
≡
・

（４
）

ま
年
ご
甲

鴛
∽
２

唱

ｏ
ゝ
―
愚
『
ｏ
【い〓
一を
Ｐ

（
５

）
　

「
　
∪
Ｆ
●
片
Ｉ

討
コ

∽
官
一】Ｐ
●
お

の

∽
ｏ
命
Ｆ
下
り
農

∩
単
】
村
あ

い
の
は
主
体
的
コ
●
２

】

モ

の
Ｘ
命
，
〕
ｏ
一
の
　

色

■

　

メ
ヽ
命
Ｘ

ｒ
】
　

【
】
，
≡
め
い
一
∽
】

ヽ
一
ヽ
さ
や
ヽ
も
∽
　

き
ヽ
∽
ヽ
Ｇ
ヽ
ヽ
も
ミ
嗚
∽
　

ミ
も
　

ヽ
い

」ゃ
、
に
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